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（
一
）

七
月
三
〇
日
、
ブ
ル
ネ
イ
で
九
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
て
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
会
合
が
そ
の
日

程
を
終
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
国
交
渉
官
の
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
ブ
ル
ネ
イ
交
渉
会
合
共
同
声
明
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
一

節
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
っ
た
。

�
…
…
交
渉
官
は
、
物
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
投
資
、
金
融
サ
ー

ビ
ス
、
一
時
的
入
国
、
政
府
調
達
の
市
場
に
対
し
て
、
相
互

に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
進
展
さ
せ
た
。
全
体
及

び
二
国
間
の
議
論
は
、
多
く
の
課
題
に
対
し
て
創
造
的
か
つ

現
実
的
な
解
決
策
を
作
り
出
し
、
残
る
作
業
を
さ
ら
に
絞
り

込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。�

ど
ん
な
、�
創
造
的
か
つ
現
実
的
な
解
決
策
�
が
、�
多
く
の
課
題

に
対
し
て
…
作
り
出
�
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
が
是
非

と
も
知
り
た
い
の
は
そ
の
点
だ
し
、
そ
れ
ら
に
ふ
れ
て
い
て
こ
そ

「
共
同
声
明
」
と
言
え
る
と
思
う
の
だ
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
何

も
書
か
れ
て
い
な
い
。
各
国
の
国
民
に
は
各
国
交
渉
官
が
そ
れ
ぞ

れ
に
説
明
す
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

８
・
３１
付
朝
日
新
聞
が
�
交
渉
関
係
者
に
取
材
�
し
て
ま
と
め

た
整
理
表
を
掲
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
�
ブ
ル
ネ
イ
合
意

で
大
き
く
前
進
し
た
の
は
二
分
野
�
に
と
ど
ま
る
。�
商
用
関
係
者

の
移
動
�、�
政
府
調
達
�
の
二
分
野
が
「
〇
（
大
き
く
前
進
）」
で

あ
り
、�
知
的
財
産
��
環
境
��
競
争
�
の
三
分
野
は
「
×
（
停
滞
）」、

�
物
品
の
市
場
ア
ク
セ
ス
��
非
適
合
措
置
��
原
産
地
規
制
��
投

資
��
金
融
サ
ー
ビ
ス
�
の
五
分
野
は
「
△
（
一
歩
前
進
）」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
整
理
が
正
し
い
と
す
れ
ば
�
多
く
の
課
題
に
対

し
て
創
造
的
か
つ
現
実
的
な
解
決
策
を
作
り
出
し
�
た
と
は
と
て

も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
�
共
同
声
明
�
に
Ｏ
Ｋ
を
出
し
た
日

本
の
交
渉
官
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）

交
渉
官
か
ら
�
声
明
�
の
表
現
と
現
実
の
交
渉
内
容
と
の
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
と
い
う
報
道
を
私
は
見
て
い

な
い
。
こ
れ
ま
で
も
交
渉
経
過
・
内
容
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
か

ら
の
く
わ
し
い
説
明
は
無
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
当
た
り
、「
秘

密
保
持
契
約
」
と
や
ら
を
結
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
我

が
国
の
交
渉
関
係
者
か
ら
は
、
交
渉
内
容
な
り
議
論
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
説
明
が
無
い
ら
し
い
。

サ
イ
ン
し
た
と
い
う
「
秘
密
保
持
契
約
」
の
文
書
す
ら
、
国
会

に
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の
内
容
さ
え
�
言
え
な
い
�
と

政
府
は
し
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

８
・
３０
付
日
本
農
業
新
聞
の
解
説
に
よ
る
と
、�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
「
守

秘
義
務
」
の
範
囲
は
、
ど
こ
ま
で
な
の
か

。
日
本
政
府
は
、

自
国
の
主
張
す
ら
公
表
で
き
な
い
と
説
明
す
る
が
、
今
回
の
交
渉

会
合
で
は
、そ
の
境
界
線
の
曖
昧
さ
が
目
立
っ
て
い
る
�と
い
う
。

「
聖
域
」
は
崩
れ
る
？
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�
日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て

「
条
文
案
や
交
渉
で
話
さ
れ
た
こ
と
、
自
国
が
言
っ
た
こ
と
も
含

め
、対
外
的
に
公
表
し
て
は
い
け
な
い
」な
ど
と
説
明
し
て
い
る
�。

が
、�
二
二
日
か
ら
続
く
ブ
ル
ネ
イ
で
の
交
渉
会
合
で
は
、
日
本
政

府
の
説
明
か
ら
す
る
と
「
ル
ー
ル
違
反
」
と
も
受
け
取
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
相
次
い
で
い
る
�
と
い
う
。
例
え
ば
�
米
通
商
代
表
部

は
、
た
ば
こ
規
制
に
関
す
る
新
た
な
提
案
を
今
会
合
で
行
っ
た

が
、
そ
の
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
�
し
て
い
る
が
、�
米
国

の
ワ
イ
ゼ
ル
首
席
交
渉
官
は
…
…
た
ば
こ
規
制
の
新
提
案
に
つ
い

て
「
わ
れ
わ
れ
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
方
が
い
い
と
い
う
判
断

で
公
表
し
た
」
な
ど
…
…
語
っ
た
。�
と
い
う
。
ま
た
�
別
の
国

の
首
席
交
渉
官
に
よ
る
と
「
自
国
の
提
案
は
言
っ
て
も
い
い
。
そ

れ
に
対
す
る
他
国
の
発
言
は
明
か
し
て
は
い
け
な
い
」
と
言
う
�

こ
と
だ
そ
う
だ
。

日
本
政
府
の
�
守
秘
義
務
�
の
解
釈
は
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
�
守
秘
義
務
�
の
守
り
か
た
に
く
ら
べ
る
と
異
常
な
ほ
ど
の

固
さ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
姿
勢
に
は
与
党
自
民
党
内
に

す
ら
強
い
不
満
が
あ
る
ら
し
い
。�
自
民
党
の
外
交
経
済
連
携
本
部

と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
委
員
会
の
四
日
の
合
同
会
議
で
は
、
ブ
ル
ネ
イ
で

の
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
会
合
の
政
府
に
よ
る
報

告
に
対
し
、
情
報
不
足
か
ら
く
る
不
満
が
噴
出
し
た
�（
９
・
５
付

日
本
農
業
新
聞
）
と
い
う
。
日
本
政
府
も
自
分
の
�
立
場
を
明
ら

か
に
し
た
方
が
い
い
と
い
う
判
断
�
に
立
っ
て
、
情
報
公
開
す
べ

き
だ
ろ
う
。

（
三
）

９
・
１
付
日
本
農
業
新
聞
に
よ
る
と
、�
関
税
な
ど
を
扱
う
市
場

ア
ク
セ
ス
（
参
入
）
分
野
を
め
ぐ
り
、
日
本
は
今
回
の
ブ
ル
ネ
イ

会
合
で
…
…
九
カ
国
と
個
別
に
協
議
。
ま
た
六
カ
国
と
一
定
期
間

内
に
関
税
を
撤
廃
す
る
品
目
の
割
合
（
自
由
化
率
）
を
八
〇
％
台

に
と
ど
め
た
と
み
ら
れ
る
提
案
（
オ
フ
ァ
ー
）
を
交
換
し
た
が
、

各
国
が
日
本
に
示
し
た
オ
フ
ァ
ー
は
よ
り
高
水
準
の
も
の
だ
っ

た
�
と
い
う
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
鶴
岡
首
席
交
渉
官
は
記
者
会
見
の
場
で

�
一
定
期
間
内
に
関
税
撤
廃
す
る
品
目
割
合
（
自
由
化
率
）
の
引

上
げ
を
検
討
す
る
考
え
を
示
し
た
�（「
同
紙
」）
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
に
我
が
国
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
結
ん
だ
自
由
化
率
は
八

四
・
四
〜
八
八
・
四
％
で
、
全
品
目
中
約
九
四
〇
品
目
は
関
税
を

撤
廃
し
た
こ
と
が
な
い
。
九
四
〇
品
目
の
う
ち
農
林
水
産
品
目
は

八
三
四
品
目
を
占
め
る
。�
よ
り
高
い
�
と
い
う
�
各
国
が
日
本
に

求
め
る
オ
フ
ァ
ー
�
水
準
が
九
〇
％
を
超
え
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

死
守
す
る
と
い
っ
て
い
た
「
聖
域
」
は
確
実
に
崩
れ
る
。

�
交
渉
か
ら
の
脱
退
�
を
自
民
党
は
政
府
に
申
し
入
れ
て
い
い

時
期
で
は
な
い
か
。

（
Ｋ
）

時評 �����������������������������������
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特
集

中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
拡
大
と
そ
の
背
景

〈
本
特
集
の
問
題
意
識
〉

二
〇
一
二
年
の
中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
二
億
ト
ン
を
こ
え
二
億
五
六
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
。
さ
ら
に
、
今（
二
〇
一
三
）

年
は
二
億
一
一
〇
〇
万
ト
ン
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
ア
メ
リ
カ
農
務
省
、
二
〇
一
三
年
九
月
）。

一
九
八
九－

九
一
年
の
平
均
生
産
量
は
九
一
五
〇
万
ト
ン
で
あ
る
か
ら
、
二
〇
一
二
年
に
至
る
二
〇
年
間
で
二
・
三
倍
に
増
大
し
た
こ

と
に
な
る
。
面
積
は
一
・
六
倍
に
、
単
収
は
一
・
三
倍
に
伸
び
て
い
る
。
こ
の
数
年
間
で
も
、
面
積
の
伸
び
の
方
が
単
収
よ
り
も
大
き
い

（
表
１
）。英
ロ
イ
タ
ー
通
信
は
、
中
国
の
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
革
命
」
と
評
し
て
い
る
。｛
同
時
に
、
二
〇
一
一
年
度
以
来
、
輸
入
も
増
大
す

る
（
二
〇
一
一－

一
二
年
度
平
均
四
一
〇
万
ト
ン：

生
産
量
の
二
・
一
％
）
と
い
う
独
特
の
動
向
も
存
在
す
る
｝。

中
国
の
二
〇
一
〇－

一
二
年
平
均
の
穀
物
・
大
豆
総
生
産
量
四
億
六
四
二
〇
万
ト
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
四
億
五
二
二
〇
万
ト
ン
を
上
回
る

に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
表
２
）。

中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
、「
所
得
増→

食
肉
消
費
増→

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
の
拡
大→

世
界
の
需
給
ひ
っ
迫
要

因
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
供
給
サ
イ
ド
の
変
化
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
拡
大
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
（
中
国
の
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
行

わ
れ
て
い
る
か
を
含
む
）、背
景
（
品
種
改
良
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
面
積
拡
大
を
可
能
に
し
た
他
作
物
の
動
向
、
農
業
政
策
）
に
つ
い
て
、

明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
専
門
家
か
ら
学
習
す
る
。
こ
れ
が
、
本
特
集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

執
筆
は
、中
国
農
業
の
専
門
家
で
あ
る
明
治
大
学
農
学
部
・
池
上
彰
英
教
授
、ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
・
寳
劔
久
俊
研
究
員
、

東
大
社
会
科
学
研
究
所
・
張
馨
元
助
教
、
本
誌
編
集
委
員
で
も
あ
る
東
大
経
済
学
部
・
矢
坂
雅
充
准
教
授
の
四
氏
に
お
願
い
し
た
。

四
つ
の
論
文
に
つ
い
て
、
本
特
集
の
問
題
意
識
か
ら
み
た
ポ
イ
ン
ト
を
簡
潔
に
示
し
て
お
こ
う
。

�

中
国
の
食
糧
需
給
と
農
業
政
策
（
明
治
大
学
・
池
上
彰
英
教
授
）

中
国
に
お
い
て
、
三
大
穀
物
（
コ
メ
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
と
大
豆
は
、
多
く
の
地
域
で
作
付－

生
産
さ
れ
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
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100 / 100
2011 33.54  (100) 5.75   (100) 192.3  (100)
2012 34.95  (104.2) 5.88   (102.3) 205.6  (106.9)
2013 (1) 35.60  (106.1) 5.93   (103.1) 211.0 (109.7)

1 9190 (64) 3 130 (100)
1410 (17) 8560 (100)

1 1790 (200) 5870 (100)
4030 (2130) 660 (100)

4 6420 (103) 4 5220 (100)

コ
シ
を
見
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
穀
作
物
全
体
の
生
産
・
消
費
動
向
の
中
に
お

い
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
そ
の
要
請
に
全
面

的
に
応
え
る
。
そ
の
な
か
で
、「
コ
メ
と
小
麦
の
増
産
は
完
全
に
単
収
の
上
昇

に
依
存
し
て
い
る
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
は
、
作
付
面
積
の
増
大
も

重
要
な
要
因
で
あ
り
、
そ
の
面
積
増
大
に
は
、
豆
類
、
春
小
麦
か
ら
の
転
作

や
、
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
（
図
）
に
お
け
る
草
地
・
荒
地
開
墾
等
が
関
係
し
て

い
る
」
と
す
る
。

増
産
要
因
と
し
て
は
、「
生
産
者
価
格
の
持
続
的
な
上
昇
に
よ
る
部
分
が
大

き
い
」
と
し
、
そ
の
上
昇
は
「
必
ら
ず
し
も
市
場
の
需
給
関
係
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い＝
政
策
に
よ
る
価
格
支
持
的
要
素
」
に
支
え

表２ 中国とアメリカ：主要穀物・大豆の生産量（２０１０－２０１２平均） （万トン）

表１ 中国：トウモロコシ生産指標（２０１１－２０１３）

注１）２０１３年９月時点の予測（アメリカ農務省）
資料：ＵＳＤＡ（アメリカ農務省）、World Agricultural Production、Sept. 2013。

資料：表１と同じ。

図 中国のトウモロコシ産地

資料：寳劔久俊氏
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ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
う
し
て
生
じ
た
穀
物
国
内
価
格
の
上
昇→

輸
入
価
格
と
の
接
近
、
あ
る
い
は
、
輸
入
価
格
を
上
回
る
上
昇
の
結

果
、「
穀
物
の
一
次
関
税
率
（
関
税
割
り
当
て
分
の
輸
入
に
か
か
る
関
税
）
が
一
％
と
極
め
て
低
い
中
で
、
関
税
割
当
数
量
（
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
七
二
〇
万
ト
ン
、
コ
メ
五
三
二
万
ト
ン
、
小
麦
九
六
四
万
ト
ン
）
を
満
た
す
ま
で
の
穀
物
輸
入
は
、
起
こ
り
得
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
が
、
最
近
起
こ
っ
た
事
態
で
あ
る
、
と
す
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
拡
大
が
続
く
中
で
、
何
故
、
輸
入
拡
大
が
生
じ
て
い
る
か
に
つ

い
て
の
分
析
で
あ
る
。

�

中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
増
産
の
背
景
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
貿
易
の
実
態
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
・
寳
劔
久
俊
研
究
員
）

一
九
八
〇
年
代－
九
〇
年
代
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
増
の
中
心
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
「
単
収
向
上
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
品
種
の
導

入
・
普
及
が
大
き
く
貢
献
し
た
。
九
〇
年
代
に
は
、
そ
の
普
及
率
は
八
〇－

九
〇
％
に
上
昇
し
た
」
と
す
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
増
産
の
背
景
に
は
、「
主
食
向
け
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
か
ら
畜
産
の
飼
料
向
け
と
工
業
向
け（
で
ん
粉
、コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
）
の
消
費
へ
の
転
換
」
が
存
在
し
、
最
近
で
は
工
業
用
の
伸
び
が
著
し
く
、
飼
料
用
が
総
消
費
の
六
〇
％
、
工
業
用
三

〇
％
に
至
っ
て
い
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
価
格
と
中
国
の
卸
売
市
場
価
格
を
比
較
し
、「
中
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
が
輸
入
価
格

を
上
回
っ
た
年
が
あ
り
、
そ
れ
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
増
に
つ
な
が
っ
た
が
、
中
国
産
価
格
が
輸
入
価
格
を
一
貫
し
て
上
回
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
中
国
産
は
輸
入
品
と
対
峙
で
き
る
価
格
競
争
力
を
維
持
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
貿
易
に
お
い
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
関
連
の
化
学
加
工
品
が
大
幅
な
黒
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
そ
の
も
の
の
貿
易
収
支
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
」「
中
国
が
構
造
的
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
国
に
な
っ
た
と

い
う
見
方
は
極
め
て
一
面
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
て
い
る
。

�

吉
林
省
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
、
流
通
と
加
工
の
変
化
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
張
馨
元
助
教
）

東
北
部
・
吉
林
省
は
、
中
国
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
中
心
地
帯
の
一
つ
で
あ
る
（
二
〇
一
二
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量
は
二
五
七
九

万
ト
ン：

中
国
全
体
の
一
二
・
三
％
）
と
と
も
に
、
主
要
な
消
費
地＝
加
工
産
業
の
展
開
地
で
も
あ
る
。
そ
の
吉
林
省
に
お
け
る
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
生
産
の
発
展
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
流
通
の
変
化
と
加
工
産
業
の
成
長
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

吉
林
省
で
は
「
近
年
数
多
く
の
種
子
会
社
が
新
し
い
品
種
を
開
発
販
売
し
て
い
る
も
の
の
、
現
在
普
及
し
て
い
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
品
種

が
密
植
に
適
し
て
い
る
単
交
雑
種
で
あ
る
」。ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
単
収
増
は
密
植
を
可
能
と
す
る
品
種
改
良
を
基
礎
に
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し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
事
実
は
興
味
深
い
。

二
〇
〇
四
年
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
拡
大
に
転
じ
た
の
は
、「
農
業
税
の
全
額
免
除
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
対
象

と
す
る
食
糧
生
産
補
助
金
の
交
付
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
食
糧
流
通
体
制
が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
」
に
よ
る
と
し
、
な
か
で
も
「
食
糧
流
通

自
由
化
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
有
利
に
働
い
た
」
と
す
る
。

そ
の
流
通
体
制
自
由
化
の
姿
、
す
な
わ
ち
「
国
有
食
糧
流
通
企
業
の
解
体－

売
却
、
多
数
の
個
人
（
農
家
）
・
企
業
の
参
入
、
県
・
省

を
ま
た
が
る
売
買
の
自
由
化
」
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
は
二
四
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
飼
料
・
で
ん
粉

・
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
産
業
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
五
倍
近
い
一
一
三
五
万
ト
ン
に
達
し
、
そ
の
企
業
数
が
現
在
五

〇
〇
社
に
及
ん
で
い
る
姿
を
示
す
。

�

中
国
の
酪
農
の
変
貌
（
東
京
大
学
経
済
学
部
・
矢
坂
雅
充
准
教
授
）

す
で
に
、
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
中
国
の
食
肉
（
牛
肉
・
豚
肉
・
鶏
肉
）
生
産
量
六
四
三
〇
万
ト
ン
は
世
界
全
体
二
億
七
〇
〇
万
ト
ン

の
三
一
％
に
達
し
、
第
一
位
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
に
は
七
三
〇
〇
万
ト
ン
に
至
り
、
さ
ら
に
八
六
〇
万
ト
ン
（
一
三
・
五
％
）
増
大

す
る
。
二
〇
〇
六
年
の
中
国
の
牛
乳
生
産
量
三
一
九
〇
万
ト
ン
は
世
界
全
体
の
六
・
六
％
で
あ
る
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
三
五
七
〇
万
ト

ン
に
達
し
、
三
八
〇
万
ト
ン
（
一
〇
・
七
％
）
増
大
し
た
。
こ
う
し
た
、
食
肉
生
産
と
牛
乳
生
産
の
増
大
が
、
飼
料
消
費
の
増→

ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
生
産
の
拡
大
を
促
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
中
国
酪
農
の
生
産
構
造
は
「
二
〇
〇
四
年
に
は
乳
牛
二
〇
頭
以
下
の
経
営
が
牛
乳
生
産
量
の
六
八
％
を
占
め
て
い
た
。
今
日
で
も

零
細
・
小
規
模
経
営
が
中
国
酪
農
を
支
え
て
い
る
と
い
う
構
図
は
変
わ
ら
な
い
が
、
五
〇
〇
頭
以
上
の
酪
農
経
営
の
乳
牛
飼
養
頭
数
が
二

〇
〇
四
年
四
・
九
％
、
二
〇
〇
七
年
九
・
一
％
、
二
〇
一
一
年
二
〇
・
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
酪
農
経
営
の
シ
エ
ア
が
急
速
に
上

昇
し
て
い
る
」。そ
の
大
規
模
酪
農
企
業
は
、「
最
初
か
ら
一
〇
〇
〇
頭
を
超
え
る
飼
養
頭
数
規
模
の
経
営
で
あ
り
、
最
新
の
酪
農
技
術
を
導

入
し
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
地
域
の
大
規
模
酪
農
経
営
を
そ
の
ま
ま
移
植
し
た
よ
う
な
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
」と
す
る
。
そ
の
中
心
は
、「
乳

業
メ
ー
カ
ー
の
直
営
牧
場
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
酪
農
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
設
立
は
、「
二
〇
〇
八
年
の
メ
ラ
ミ
ン
事
件
（
牛
乳
に
大
量
に
加
水
し
、
メ
ラ
ミ
ン
で
蛋
白
を
補
う
と

い
う
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
行
為
）
で
失
っ
た
信
用
を
取
り
戻
し
、
今
後
の
需
要
拡
大
に
も
応
え
て
い
く
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
。

（
文
責：

編
集
担
当

日
本
農
業
研
究
所
客
員
研
究
員

服
部
信
司
）
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は
じ
め
に

中
国
の
食
糧
生
産
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
九

年
連
続
で
増
産
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
前
半
の
四
年
間
（
二
〇

〇
四
〜
〇
七
年
）
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て

の
大
幅
な
減
産
か
ら
の
回
復
期
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
後
半
の
五
年

間
（
二
〇
〇
八
〜
一
二
年
）
は
正
真
正
銘
の
増
産
期
で
あ
る
。
二

〇
〇
七
年
の
食
糧
生
産
量
は
五
億
一
六
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
二
年
の
そ
れ
は
五
億
八
九
五
八
万
ト
ン
で
あ
り
、
じ
つ
に

八
七
九
八
万
ト
ン
（
一
七
・
五
％
）
も
増
え
て
い
る
。
な
お
、
本

稿
の
「
食
糧
」（
原
語
は
「
糧
食
」）
は
、
穀
物
の
ほ
か
に
イ
モ
類

（
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
み：

生
鮮
重
量
五
キ
ロ
を
食
糧

一
キ
ロ
に
換
算
）
と
豆
類
を
含
む
中
国
独
特
の
概
念
で
あ
る
。
近

年
で
は
、
食
糧
生
産
量
の
九
〇
％
以
上
は
穀
物
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
順
調
に
食
糧
増
産
が
続
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
二
〇
〇
九
年
頃
か
ら
穀
物
輸
入
が
急
増
し
て
お
り
、
そ
の
理

由
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
。
大
豆
や

食
用
植
物
油
は
、
穀
物
に
先
立
つ
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
輸
入

の
増
大
が
始
ま
っ
て
お
り
、
な
お
そ
う
し
た
傾
向
が
衰
え
る
兆
し

は
み
ら
れ
な
い
。
世
界
最
大
の
人
口
大
国
で
あ
る
中
国
が
、
今
後

も
食
糧
輸
入
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
世
界
の
食
糧
需
給

や
食
糧
貿
易
に
与
え
る
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
で

あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

含
む
食
糧
全
体
の
需
給
お
よ
び
関
連
す
る
農
業
政
策
に
つ
い
て
、

最
近
の
動
き
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

食
糧
の
生
産
動
向

図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、「
改
革
開
放
」
後
、
一
九
九
〇
年
代
末

ま
で
の
中
国
の
食
糧
生
産
は
、
一
九
八
二
〜
八
四
年
、
一
九
九
〇

年
、
一
九
九
五
〜
九
六
年
と
い
う
三
回
の
大
増
産
期
が
あ
り
、
大

増
産
の
後
は
数
年
の
停
滞
が
続
く
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。

中
国
の
食
糧
需
給
と
農
業
政
策

池
上

彰
英

農村と都市をむすぶ２０１３．１０

明
治
大
学
農
学
部
教
授

８
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二
〇
〇
〇
年

代
以
降
は
、

二
〇
〇
〇
〜

〇
三
年
の
大

減
産
期
と
二

〇
〇
四
年
以

降
の
九
年
連

続
の
増
産
期

に
分
け
ら
れ

る
。
一
九
九

〇
年
代
末
ま

で
は
三
段
階

の
階
段
状
増

産
、
二
〇
〇

〇
年
代
以
降

は
Ｊ
字
型
の

生
産
減
少
・

回
復
・
増
産
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

図
２
は
、
同
じ
期
間
の
三
大
穀
物
の
生
産
量
の
推
移
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
以
降
、
い
ず
れ
の
穀
物
も
増
産
を
続

け
て
い
る
が
、
米
と
小
麦
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
生
産
水
準
を

最
近
に
な
っ
て
回
復
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
中
国
の
人
口
は
、
一
九

九
七
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
間
に
一
億
一
七
七
八
万
人
（
九
・
五

％
）
も
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
一
人
当
た
り
の
生
産

量
と
い
う
意
味
で
は
、
米
も
小
麦
も
一
〇
％
程
度
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
み
は
正
真
正

銘
の
大
増
産
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
に
は
つ
い
に
米
の
生
産
量
を

上
ま
わ
る
に
至
っ
て
い
る
。な
お
、こ
の
間
の
大
豆
の
生
産
量
は
、

一
九
七
八
年
に
七
五
七
万
ト
ン
、
一
九
八
五
年
に
初
め
て
一
〇
〇

〇
万
ト
ン
の

大
台
を
超
え

て
一
〇
五
〇

万
ト
ン
、
二

〇
〇
四
年
に

史
上
最
高
の

一
七
四
〇
万

ト
ン
、
そ
の

後
は
低
迷
し

て
二
〇
一
一

年
に
は
一
四

四
八
万
ト
ン

と
い
っ
た
具

合
で
、
三
大

穀
物
と
比
べ

る
と
、
ご
く

僅
か
な
生
産

図１ 「改革開放」後の食糧生産動向

図２ 三大穀物の生産動向

出所：『中国農村統計年鑑２００９』、『中国統計年鑑２０１２』、『中国統計摘要２０１３』
より作成。

出所：『中国農村統計年鑑２００９』、『中国統計年鑑２０１２』、『中国統計摘要２０１３』
より作成。
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規
模
に
す
ぎ
な
い
。

表
１
は
、
三
大
穀
物
の
増
産
要
因
を
、
作
付
面
積
と
単
位
収
量

に
分
解
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
米
の
作
付
面

積
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
小
麦
の
そ
れ
も
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
減
少
に
転
じ
て
い
る
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
み
一
貫
し
て
増

加
し
て
い
る
。
米
と
小
麦
の
増
産
は
完
全
に
単
位
収
量
の
上
昇
に

依
存
し
て
い
る
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
は
作
付
面
積
の
増

大
も
重
要
な
増
産
要
因
で
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
面
積
増

大
に
は
、
雑
穀
や
豆
類
、
春
小
麦
か
ら
の
転
作
や
、
内
モ
ン
ゴ
ル

東
部
に
お
け
る
草
地
・
荒
地
開
墾
等
、
多
く
の
要
因
が
関
係
し
て

い
る
。

表
２
は
、
全
国
を
七
つ
の
地
区
に
分
け
て
、
三
大
穀
物
と
大
豆

の
生
産
量
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
は
、
一
般
に
淮
河

（
長
江
と
黄
河
の
中
間
を
流
れ
る
大
河
）
と
秦
嶺
山
脈
（
西
安
の

南
に
あ
る
山
脈
）
を
結
ん
だ
線
の
南
側
が
水
田
地
帯
、
北
側
が
畑

作
地
帯
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
線
は
年
間
降
雨
量
が
八
〇
〇

㎜
の
線
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
表
２
で
い
え
ば
、
長
江
下
流
域
以

下
の
四
つ
の
地
区
が
水
田
地
帯
、
東
北
、
華
北
、
西
北
が
畑
作
地

帯
に
分
類
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
例
外
的
に
東
北
地
区
と
く
に
黒
龍

江
省
に
お
い
て
、
近
年
急
速
に
水
田
面
積
が
増
え
て
い
る
。
各
地

区
の
代
表
的
な
作
付
パ
タ
ー
ン
は
、
東
北
は
一
年
一
作
、
華
北
と

西
北
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
小
麦
の
二
毛
作
、
長
江
下
流
域
は
米
と

小
麦
（
ま
た
は
ナ
タ
ネ
）
の
二
毛
作
、
長
江
中
流
域
と
華
南
は
米

の
二
期
作
、
西
南
は
米

も
し
く
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
と
小
麦
（
ま
た
は
ナ

タ
ネ
）
の
二
毛
作
で
あ

る
。米

の
主
産
地
は
、
も

ち
ろ
ん
長
江
流
域
以
南

で
あ
る
が
、
東
北
三
省

の
比
重
も
急
速
に
上
昇

し
て
い
る
。
米
を
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
米
と
イ
ン
デ
ィ

カ
米
に
分
け
る
と
、
東

北
、
華
北
、
西
北
は
完

全
な
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
地

帯
で
あ
り
、
長
江
下
流

域
も
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の

比
率
が
高
い
。
東
北
の

米
は
単
に
ジ
ャ
ポ
ニ
カ

系
で
あ
る
と
い
う
の
み

な
ら
ず
、
ほ
ぼ
一
〇
〇

％
が
日
本
の
品
種
そ
の

も
の
（
な
い
し
現
地
に

お
け
る
そ
の
改
良
品

表１ 三大穀物の増産要因
（単位：万トン、千ha、トン／ha)

注）表示年を中心とする３カ年平均値。トウモロコシの１９７０年は、１９７０年と１９７１年の２カ年平均値。
出所：『中国農村経済統計大全（１９４９－１９８６）』、『中国統計年鑑（各年版）』より作成。
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種
）
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
に
お
け
る
日
本
米
の
生

産
量
は
、
控
え
め
に
み
て
も
日
本
の
三
倍
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
小
麦
の
主
産
地
は
華
北
お
よ
び
西
北
と
長
江
下
流
域
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
主
産
地
は
東
北
お
よ
び
華
北
、
大
豆
の
主
産
地
は
東

北
で
あ
る
。

食
糧
輸
入
の
急
増

ま
ず
、「
改
革
開
放
」
後
の
穀
物
貿
易
の
動
向
に
つ
い
て
概
観
し

て
お
こ
う
。
一
九
九
六
年
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、
小
麦
を
中

心
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
一
〇
〇
〇
万
ト
ン
前
後
の
穀
物
輸
入
が
行

わ
れ
る
一
方
、
穀
物
輸
出
は
一
九
八
五
〜
九
四
年
に
数
百
万
ト
ン

規
模
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
が
行
わ
れ
た
の
を
除
く
と
あ
ま
り
多

く
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
は
「
改
革
開
放
」
直
後
の
二
〇
年

間
、
基
本
的
に
穀
物
の
純
輸
入
国
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九

九
六
〜
九
九
年
の
四
年
間
、
国
内
需
要
を
大
幅
に
上
ま
わ
る
四
億

五
〇
〇
〇
万
ト
ン
前
後
の
穀
物
生
産
（
五
億
ト
ン
前
後
の
食
糧
生

産
）
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
七
年
以
降
は
穀
物
の
純
輸
出

国
と
な
り
、
こ
の
状
態
が
二
〇
〇
八
年
ま
で
続
い
た
（
二
〇
〇
四

年
は
例
外
的
に
穀
物
純
輸
入
国
）（
表
３
参
照
）。

と
こ
ろ
が
、
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
、
中
国
は
二
〇
〇
九
年
に

再
び
穀
物
の
純
輸
入
国
と
な
り
、
二
〇
一
二
年
に
は
そ
の
数
量
が

激
増
し
た
（
二
〇
一
三
年
一－

七
月
の
輸
入
量
は
前
年
を
下
ま
わ

っ
て
い
る
）。穀
物
貿
易
の
内
訳
を
み
る
と
、
二
〇
〇
九
年
に
ま
ず

表２ 三大穀物と大豆の地域別生産量
単位：万トン、％

注）地域区分は次の通りである。東北：内モンゴル、遼寧、吉林、黒龍江。華北：北京、天津、河北、山西、山
東、河南。西北：陝西、甘粛、寧夏、青海、新疆。長江下流域：上海、江蘇、浙江、安徽。長江中流域：江
西、湖北、湖南。華南：福建、広東、広西、海南。西南：重慶、四川、雲南、貴州、チベット。

出所：『中国農村統計年鑑１９９１、２００１、２０１２』より作成。
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小
麦
が
純
輸
入
国
に
転
落

し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
、
二
〇
一

一
年
に
は
米
も
純
輸
入
国

に
転
落
し
た
。
中
国
は
、

伝
統
的
な
米
輸
出
国
で
あ

り
、
二
〇
一
二
年
の
二
三

七
万
ト
ン
と
い
う
輸
入
量

は
史
上
最
大
で
あ
る
。
ま

た
、
同
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
五
二
一
万
ト
ン
と
い

う
輸
入
量
も
、
一
九
九
五

年
の
五
二
六
万
ト
ン
に
次

ぐ
大
き
な
数
字
で
あ
る
。

表
示
し
た
以
外
で
は
大
麦

の
輸
入
が
多
く
、
そ
の
量

は
二
〇
一
二
年
に
は
二
五

三
万
ト
ン
に
達
し
た
。

輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

用
途
が
飼
料
と
加
工
原
料

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
輸
入
小
麦
の

用
途
も
主
に
飼
料
だ
と
い

わ
れ
る
。
ま
た
、
輸
入

米
の
用
途
も
、
主
に
ビ

ー
フ
ン
や
酒
造
な
ど
の

加
工
原
料
で
あ
る
。
一

部
に
、
パ
ン
用
の
ハ
ー

ド
小
麦
や
タ
イ
の
香
り

米
な
ど
、
高
品
質
・
高

価
格
な
専
用
品
種
の
輸

入
も
あ
る
が
、
基
本
的

に
は
国
産
よ
り
価
格
の

安
い
も
の
を
、
飼
料
原

料
や
加
工
原
料
と
し
て

輸
入
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
米
の
主
要
輸
入
先

は
、
か
つ
て
は
タ
イ
で

あ
っ
た
が
、
タ
イ
米
の

価
格
上
昇
に
伴
い
、
価

格
の
安
い
ベ
ト
ナ
ム
に

代
わ
っ
て
い
る
。
小
麦

の
主
要
輸
入
先
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
米
国
、

カ
ナ
ダ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
米
国
、
大
豆
は
米

表３ 食糧等の貿易動向
（単位：万トン／年）

表４ 食糧等の貿易動向（２００５～２０１３年）

単位：万トン

注）各５カ年（２０１１－２０１２のみ２カ年）の年平均。
出所：『中国農産品貿易発展報告（各年版）』、農業部『２０１２年１－１２月我国農産品進出口情況』より作成。

出所：『中国農産品貿易発展報告２０１２』、農業部『２０１２年１－１２月我国農産品進出口情況』、同『２０１３年１－７月我
国農産品進出口情況』より作成。
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国
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
る
。

中
国
の
食
糧
輸
入
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
、
よ
り
深
刻
な
の

は
大
豆
と
食
用
植
物
油
の
動
向
で
あ
る
。
中
国
は
伝
統
的
な
大
豆

輸
出
国
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
に
純
輸
入
国
に
転
落
す
る

と
、
そ
の
輸
入
量
は
み
る
み
る
増
大
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
五
〇

〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
、
二
〇
一
二
年
に
は
五
八
三
九
万
ト
ン
と
な

っ
た
。
じ
つ
に
世
界
の
大
豆
貿
易
量
の
六
〇
％
以
上
を
、
中
国
一

国
で
輸
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
大
豆
の
主
要
な
用
途
は
二
つ

あ
り
、
一
つ
は
大
豆
油
の
搾
油
、
も
う
一
つ
は
大
豆
か
す
（
搾
油

か
す
）の
飼
料
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。中
国
で
も
味
噌
や
醤
油
、

豆
腐
等
の
消
費
は
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
用
途
は
大
豆
需
要
の
ご
く

一
部
で
し
か
な
い
。

中
国
の
大
豆
輸
入
急
増
の
背
景
に
は
所
得
上
昇
に
伴
う
食
生
活

の
高
度
化
、
す
な
わ
ち
油
脂
と
畜
産
物
の
消
費
増
大
が
あ
る
。
大

豆
は
、
乾
燥
重
量
の
約
二
〇
％
が
脂
質
、
約
三
〇
％
が
タ
ン
パ
ク

質
で
あ
り
、
大
豆
か
す
の
タ

ン
パ
ク
質
含
有
率
は
約
四
〇

％
に
も
達
す
る
。
家
畜
用
配

合
飼
料
の
原
料
と
し
て
最
も

重
要
な
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

次
い
で
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て

の
大
豆
か
す
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
食
生
活
が
高
度
化
す
る

と
、
大
豆
の
需
要
は
油
脂
と

家
畜
飼
料
と
い
う
二
重
の
意

味
で
増
大
す
る
。

中
国
に
お
け
る
調
理
用
の

植
物
油
消
費
は
、
北
方
に
お

図３ 農産物の実質生産者価格指数（１９８５年＝１００）

表５ 三大穀物の生産費と生産者価格
単位：元／kg、倍

注１）１９８５年を１００とする農産物の名目生産者価格指数を、農村消費者物価指数
でデフレートして求めた。

２）２０１２年の食糧は穀物のみの数字。
出所：『中国農村統計年鑑２０１２』、『中国統計年鑑２０１２』、『中国統計摘要２０１３』より

作成。

出所：『全国農産品成本収益資料彙編２００５、２０１３』、『中国統計
摘要２０１３』より作成。
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い
て
は
大
豆
油
が
、
南
方
に
お
い
て
は
ナ
タ
ネ
油
が
中
心
で
あ

る
。
ま
た
、
加
工
食
品
等
に
お
い
て
は
安
価
な
パ
ー
ム
油
も
大
量

に
使
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の
食
用
植
物
油
輸
入
の
内
訳
を

み
る
と
、
パ
ー
ム
油
が
六
三
四
万
ト
ン
、
大
豆
油
が
一
八
三
万
ト

ン
、
ナ
タ
ネ
油
が
一
一
八
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
食
用
植
物
油
全
体

の
貿
易
で
、
中
国
は
イ
ン
ド
に
次
ぐ
世
界
第
二
の
輸
入
国
で
あ

る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
の
ナ
タ
ネ
輸
入
量
も
二
九
三
万
ト
ン
に

達
し
、日
本
を
上
ま
わ
る
世
界
最
大
の
ナ
タ
ネ
輸
入
国
と
な
っ
た
。

大
豆
に
も
ナ
タ
ネ
に
も
、
種
子
を
輸
入
し
て
国
内
で
搾
る
か
、

そ
れ
と
も
搾
っ
た
油
を
輸
入
す
る
か
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
、
種

子
と
油
の
価
格
関
係
や
搾
油
か
す
に
対
す
る
飼
料
需
要
の
動
向
に

よ
り
、
ど
ち
ら
を
輸
入
す
る
か
が
決
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ

重
要
な
こ
と
は
、
食
生
活
の
高
度
化
に
よ
り
増
大
す
る
植
物
油
の

需
要
に
対
し
て
、
中
国
が
原
料
と
な
る
油
糧
種
子
を
全
く
自
給
で

き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

穀
物
増
産
の
要
因

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
近
年
、
三
大
穀
物
の
増
産

と
輸
入
増
大
が
平
行
し
て
進
ん
で
い
る
。

こ
の
う
ち
、
穀
物
の
増
産
要
因
と
し
て
は
、
生
産
者
価
格
（
農

家
の
販
売
価
格
）
の
持
続
的
上
昇
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。
図
３
に
よ
れ
ば
、
食
糧
の
実
質
生
産
者
価
格
指
数
は
二

〇
〇
〇
年
を
底
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
ま
で
大
き
く
上
昇
し
て
い

る
。
と
く
に
二
〇
〇
六
〜
一
二
年
は
七
年
連
続
の
上
昇
で
あ
り
、

こ
れ
ほ
ど
長
い
期
間
連
続
的
に
食
糧
価
格
が
上
昇
し
た
の
は
、
食

糧
が
不
足
し
て
い
た
「
改
革
開
放
」
初
期
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

表
５
は
、
三
大
穀
物
の
名
目
生
産
費
と
名
目
生
産
者
価
格
を
、

二
〇
〇
四
年
と
二
〇
一
二
年
に
つ
い
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
生
産
者
価
格
の
上
昇
率
は
農
村
物
価
上
昇
率
よ

り
は
る
か
に
大
き
い
。
た
だ
し
、
生
産
費
の
上
昇
率
は
さ
ら
に
大

き
い
の
で
、
生
産
物
一
キ
ロ
当
た
り
の
利
潤
（
生
産
者
価
格－

生

産
費
）
は
小
麦
の
場
合
大
幅
に
、
米
に
つ
い
て
も
わ
ず
か
に
減
少

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
の
生
産
費
は
家
族
労
働
費
と

自
作
地
地
代
を
含
む
こ
と
、
な
ら
び
に
単
位
収
量
の
上
昇
に
よ

り
、
面
積
当
た
り
の
所
得
と
し
て
み
れ
ば
、
小
麦
に
つ
い
て
も
大

き
く
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
有
利
な
市
場
条
件
が
与
え
ら

れ
た
こ
と
で
、
農
家
は
積
極
的
な
穀
物
増
産
に
励
ん
だ
の
で
あ

る
。
農
家
の
生
産
積
極
性
は
、
二
〇
〇
四
年
以
降
の
食
糧
作
付
面

積
の
推
移
（
図
１
参
照
）
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
価
格
の
上
昇
が
、
必
ず
し
も
市
場
の
需
給

関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
中
国
政
府
は
二
〇
〇
四
年
に
穀
物
流
通
を
自
由
化
す

る
際
に
、
米
に
つ
い
て
政
府
（
中
国
備
蓄
食
糧
管
理
総
公
司
）
に

よ
る
最
低
買
付
価
格
制
度（
一
種
の
価
格
支
持
制
度
）を
導
入
し
、

二
〇
〇
六
年
に
小
麦
を
こ
の
制
度
の
対
象
に
加
え
た
。
最
低
買
付

価
格
は
導
入
当
初
は
固
定
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
以
降
は
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毎
年
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に

つ
い
て
二
〇
〇
七
年
度
産
か
ら
、
大
豆
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
八
年

度
産
か
ら
、
臨
時
買
付
保
管
制
度
を
導
入
し
た
。
臨
時
買
付
保
管

政
策
は
、
収
穫
後
の
市
場
に
お
け
る
買
付
動
向
を
み
な
が
ら
事
後

的
に
発
動
さ
れ
る
点
で
、
播
種
季
節
前
に
価
格
が
公
表
さ
れ
る
最

低
買
付
価
格
政
策
と
は
性
格
が
異
な
る
。
た
だ
し
、
二
〇
一
三
年

度
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
臨
時
買
付
保
管
価
格
は
収
穫
期
前
の
七
月

に
公
表
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
価
格
は
前
年
の
臨
時
買
付
保
管
価
格

よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
政
策
も
価
格
支

持
的
な
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ｉ

。

こ
う
し
た
価
格
支
持
政
策
や
、
農
家
に
対
す
る
食
糧
直
接
補
助

金
、
優
良
品
種
補
助
金
、
農
業
生
産
資
材
総
合
直
接
補
助
金
な
ど

の
直
接
支
払
政
策
、
そ
の
他
様
々
な
農
業
補
助
金
、
さ
ら
に
農
業

税
の
廃
止
等
も
あ
っ
て
、
長
く
拡
大
を
続
け
た
農
家
と
都
市
世
帯

と
の
所
得
格
差
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
末
以
降
縮
小
に
転
じ
て
い
る

（
二
〇
〇
九
年
三
・
三
三
倍
↓
二
〇
一
二
年
三
・
一
〇
倍
）。こ
の

間
の
穀
物
価
格
の
上
昇
は
、
農
家
の
所
得
上
昇
に
大
き
く
貢
献
し

た
が
、
こ
う
し
た
価
格
上
昇
が
結
果
と
し
て
穀
物
輸
入
の
増
大
を

引
き
起
こ
し
た
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

穀
物
輸
入
増
大
の
要
因
と
今
後
の
展
望

前
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
二
〇
〇
四
年
以
降
の
連
続
的
な

穀
物
増
産
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穀
物
の
純
輸
入
が
増
大
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
場
合
、
一
般
的
に
は
、
国
内
需
要
の
増
大
に
国
内

生
産
の
増
大
が
追
い
つ
か
な
い
た
め
に
、
不
足
す
る
分
を
輸
入
し

て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
中
国
で
起
こ
っ
て

い
る
現
象
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
大
豆
や
ナ
タ

ネ
、
食
用
植
物
油
の
輸
入
増
大
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
こ
う
し

た
単
純
な
理
解
で
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
需
要
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
豆

の
生
産
が
減
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
二
点
を
指
摘
で

き
る
。
第
一
に
、
輸
入
大
豆
に
対
し
て
価
格
的
に
全
く
太
刀
打
ち

で
き
ず
、
生
産
し
て
も
売
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
大
豆

と
生
産
地
域
、
生
産
期
間
が
競
合
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
方
が
は

る
か
に
単
位
収
量
が
高
く
、
価
格
的
に
も
有
利
な
の
で
、
農
民
が

大
豆
の
栽
培
を
減
ら
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
を
増
や
す
傾
向

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
話
を
穀
物
に
戻
す
。
近
年
の
中
国
に
お
け
る
穀
物
輸
入

急
増
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、穀
物
需
要
の
内
訳（
用

途
）
な
ら
び
に
穀
物
在
庫
量
の
推
移
、
さ
ら
に
は
穀
物
の
内
外
価

格
差
に
関
す
る
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。
中
国
政
府
は
、
穀
物
在

庫
量
の
数
字
を
公
表
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
米
国
農
務
省

の
推
計
値
を
利
用
す
る
。

表
６
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
で
期
末
在
庫
が
最
も
少

な
か
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
（
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
な
い

し
二
〇
〇
六
年
（
米
）
で
あ
り
、
そ
の
後
は
少
し
ず
つ
在
庫
が
増
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え
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の
期
末
在
庫
率
（
期
末
在
庫
量
／
年
間

消
費
量
）
は
、
米
三
二
・
六
％
、
小
麦
四
三
・
二
％
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
二
九
・
四
％
で
あ
り
、
国
際
基
準
か
ら
考
え
て
著
し
く
高

い
。
つ
ま
り
、
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
の
穀
物
在
庫
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
お
輸
入
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
国
内

供
給
の
不
足
に
よ
る
輸
入
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

直
近
で
は
、
二
〇
一
二
年
と
二
〇
一
三
年
に
三
大
穀
物
す
べ
て

の
消
費
量
が
生
産
量
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
二
〇
一
三
年
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
除
け
ば
、
供
給
不
足
は
大
し
た
量
で
は
な
い
。
し

か
も
、
小
麦
の
場
合
、
二
〇
〇
六
年
に
わ
ず
か
四
〇
〇
万
ト
ン
し

か
な
か
っ
た
と
推
計
さ
れ
る
飼
料
用
消
費
量
が
、
二
〇
一
一
年
に

は
二
四
〇
〇
万
ト
ン
（
二
〇
一
三
年
は
二
六
〇
〇
万
ト
ン
）
と
、

わ
ず
か
五
年
間
で
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
も
増
大
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
飼
料
用
消
費
の
急
増
が
な
け
れ
ば
、
現
在
で
も
供
給
過
剰
の
状

態
が
続
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
国
内
に
お
け
る
飼
料
原
料

需
要
の
一
部
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
小
麦
に
代
替
し
た
理
由

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
と
小
麦
価
格
の
逆
転
ｉｉ

に
あ
り
、
そ
の

背
景
に
は
旺
盛
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
要
と
は
対
照
的
な
、
食
用
小

麦
需
要
の
低
迷
が
あ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
一
人
当
た
り
米
消
費
量
は
一
九
七

八
年
に
七
五
・
六
キ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
の
そ
れ
も
七

六
・
三
キ
ロ
で
あ
り
、
三
〇
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
途

中
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
少
し
増
え
、
一
九
八
三
年
に
八
六
・
四

表６ 三大穀物の需給バランス

（単位：百万トン）

注１）純輸入量は、輸入量－輸出量。
２）生産量は中国政府の公式統計数字。ただし、米の生産量は中国政府による籾ベースの公式統計数字を、ア
メリカ農務省が換算率７０％で精米換算したもの。

３）消費量、純輸入量、期末在庫、および２０１３年の生産量はアメリカ農務省の推計ないし予想。
出所：USDA, OCE, World Agricultural Supply and Demand Estimates (WASDE)（２０１３年９月１２日更新版）(http : //

www.usda.gov/oce/commodity/wasde/)。
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キ
ロ
で
最
大
と
な
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
は
ほ
ぼ
一
定

な
い
し
微
減
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
麦
の
一
人

当
た
り
消
費
量
は
、
一
九
七
八
年
の
五
一
・
六
キ
ロ
か
ら
一
九
八

〇
年
代
半
ば
ま
で
急
激
に
増
大
し
、
そ
の
後
一
九
九
三
年
に
八
〇

・
七
キ
ロ
で
最
大
と
な
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
急
激
に

減
少
し
て
、二
〇
〇
九
年
に
は
六
六
・
四
キ
ロ
と
な
っ
て
い
る（
表

７
参
照
）。

中
国
の
伝
統
的
な
主
食
は
南
方
に
お
い
て
は
米
、
北
方
に
お
い

て
は
小
麦
と
雑
穀
で
あ
っ
た
が
、「
改
革
開
放
」
後
の
早
い
時
期
に

北
方
の
雑
穀
消
費
が
小
麦
に
代
替
し
、
そ
の
後
小
麦
消
費
の
一
部

が
米
に
代
替
す
る
と
い
う
過
程
が
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
食

生
活
の
多
様
化
に
よ
り
、
南
方
の
米
消
費
の
一
部
も
小
麦
に
代
替

し
た
が
、
北
方
に
お
け
る
米
消
費
の
増
大
が
、
南
方
に
お
け
る
米

消
費
の
減
少
分
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
全
国
平
均
の
一
人
当
た

り
米
消
費
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す

る
に
、
全
体
と
し
て
の
主
食
消
費
の
減
少
が
、
専
ら
小
麦
消
費
の

減
少
と
し
て
現
れ
る
の
が
、
中
国
の
食
生
活
高
度
化
の
一
つ
の
特

徴
な
の
で
あ
る
。

主
食
と
し
て
の
米
麦
の
消
費
量
は
、
人
口
増
加
を
考
慮
に
入
れ

て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
増
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
表
７
の

台
湾
や
日
本
の
数
字
と
比
較
す
る
と
、
現
在
の
中
国
の
一
人
当
た

り
主
食
消
費
水
準
は
明
ら
か
に
高
く
、
今
後
も
さ
ら
に
減
少
す
る

可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
る
限
り
、

表７ １人当たり食料供給量

（単位：kg／年／人）

注）中国は香港、マカオを含む数字。
出所：FAO、FAOSTAT、Food Balance Sheets（２０１２年６月２９日更新版）、台湾は行政院農業委員会HP。
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短
中
期
的
に
米
麦
の
輸
入
が
大
き
く
増
大
す
る
可
能
性
は
小
さ

い
。
た
だ
し
、
問
題
は
内
外
価
格
差
に
あ
る
。
中
国
は
、
三
大
穀

物
に
つ
い
て
関
税
割
当
制
を
と
り
、
そ
の
数
量
は
米
五
三
二
万
ト

ン
、
小
麦
九
六
三
・
六
万
ト
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
七
二
〇
万
ト
ン

で
あ
り
、一
次
関
税
率（
関
税
割
当
分
の
輸
入
に
か
か
る
関
税
率
）

は
い
ず
れ
も
一
％
で
あ
る
。
一
次
関
税
率
は
な
い
に
等
し
い
か

ら
、
付
加
価
値
税
（
一
三
％
）
や
荷
下
ろ
し
費
用
等
が
か
か
る
に

し
て
も
、
輸
入
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格
が
国
内
価
格
を
少
し
下
ま
わ
れ
ば
、

仮
に
十
分
な
国
内
供
給
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
関
税
割
当
数
量
を

満
た
す
ま
で
の
輸
入
は
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
内
外
価
格
差
に
つ
い
て
、
本
誌
の
寶
劔
論
文

が
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
が
、
米
麦
の
状
況
も
似
た
り
寄
っ
た
り

で
あ
る
。
今
後
も
政
策
的
に
国
内
穀
物
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
れ

ば
（
所
得
格
差
問
題
が
社
会
問
題
化
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

穀
物
増
産
を
持
続
す
る
た
め
に
も
、
現
在
の
政
策
は
維
持
せ
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
）、二
〇
〇
七
〜
〇
八
年
の
よ
う
な
国
際
穀
物

価
格
の
高
騰
で
も
な
い
限
り
、
輸
入
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格
が
国
内
価
格
を

下
ま
わ
る
状
況
が
恒
常
化
す
る
時
期
は
、
そ
う
遠
く
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
関
税
割
当
数
量
を
超
え
た
輸
入
に
か
か
る
二

次
関
税
率
は
六
五
％
と
比
較
的
高
い
か
ら
、
穀
物
輸
入
量
が
関
税

割
当
数
量
を
超
え
る
事
態
の
発
生
は
、
当
面
考
え
に
く
い
。

最
後
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
要
動
向
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

寶
劔
論
文
に
譲
る
が
、
主
食
で
あ
る
米
麦
と
は
全
く
違
う
状
況
に

あ
る（
す
な
わ
ち
、今
後
と
も
大
幅
な
需
要
増
大
が
予
想
さ
れ
る
）

こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。
将
来
的
な
貿
易
動
向
を
占
う
際
に

も
、
米
麦
と
は
異
な
っ
た
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
中
国

国
内
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
上
昇
が
続
け
ば
、
必
然
的
に
畜
産

物
生
産
コ
ス
ト
も
上
昇
す
る
か
ら
、
今
後
は
寶
劔
論
文
が
示
唆
す

る
よ
う
な
畜
産
物
輸
入
の
増
大
に
つ
い
て
も
、
真
剣
な
検
討
が
必

要
と
な
ろ
う
。

注
注
�

中
国
の
食
糧
流
通
政
策
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
著
『
中
国
の
食

糧
流
通
シ
ス
テ
ム
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
参
照
。

注
�
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
小
麦
の
中
国
国
内
主
要
卸
売
市
場
平
均
価
格
を
比

較
す
る
と
、
直
近
で
は
二
〇
一
一
年
五
月
か
ら
二
〇
一
二
年
一
〇
月
ま

で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
方
が
高
か
っ
た
。
た
だ
し
、
現
在
は
小
麦

価
格
の
方
が
高
い
。
中
国
鄭
州
糧
食
批
発
市
場
（h

ttp
://w
w
w
.czg
m
.

com
/

）
の
「
中
国
糧
油
市
場
月
度
報
告
」
を
参
照
。

������������������������ 中国の食糧需給と農業政策
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は
じ
め
に

「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
中
国
で
あ
る
が
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
含
め
た
世
界
の
穀
物
生
産
に
お
い
て
も
、
中
国
は

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇

一
一
年
の
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量
は
一
億
九
二
九
〇
万
ト

ン
（
世
界
シ
ェ
ア
二
一
・
八
％
）
で
、
ア
メ
リ
カ
の
三
億
一
三
九

二
万
ト
ン
（
同
三
五
・
五
％
）
に
次
ぐ
生
産
量
を
誇
り
、
世
界
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
に
対
す
る
中
国
の
影
響
力
は
大
き
い
。
ま

た
、
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
量
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら

大
幅
に
減
少
す
る
一
方
で
、
輸
入
量
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
急
増
し

た
結
果
、
中
国
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
純
輸
入
国
と
な
っ
た
こ
と

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
め
ぐ
る
近
年
の
大
き
な
変
化
と
し
て
、
広

く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
農
務
省
（
以
下
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）

も
、
二
〇
二
二
／
二
三
年
ま
で
に
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
量

が
一
九
六
〇
万
ト
ン
に
達
す
る
と
予
測
す
る
な
ど
、
中
国
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
輸
入
の
大
幅
な
増
加
が
世
界
の
市
場
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
も
た
ら
す
と
い
っ
た
懸
念
も
広
が
っ
て
き
た
�

。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
貿
易
の
問
題
を
捉
え

る
と
き
、
中
国
国
内
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
実
態
は
も
と
よ
り
、
中

国
国
内
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
関
連
産
業
の
実
態
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸

出
の
変
容
に
つ
い
て
も
十
分
な
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
。
実
際
、

輸
入
量
が
急
増
し
た
二
〇
一
二
年
で
も
、
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

国
内
生
産
量
に
対
す
る
輸
入
量
の
割
合
は
、
わ
ず
か
二
・
五
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
中
国
国
内
の
生
産
・
消
費
動
向
に
対

す
る
理
解
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中

国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
の
技
術
的
背
景
と
需
要
構
造
の
変
化
を

概
説
す
る
と
と
も
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
め
ぐ
る
国
際
貿
易
の
実

態
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
�

。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
生
産
構
造
の
変
化

ま
ず
、
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
関
す
る
生
産
・
消
費
動
向
の

時
系
列
的
推
移
を
理
解
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
デ
ー
タ
を
利
用

し
て
一
九
七
〇
年
以
降
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
図

中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
の
背
景
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
貿
易
の
実
態

寳
劔

久
俊

農村と都市をむすぶ２０１３．１０
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１
に
提
示
し
た
。
こ
の
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
、
�一
一
九
七
〇
年
代
の
需
給
均

衡
、
�二
一
九
八
〇
〜
一
九
九
〇
年
代
の
供
給
過
剰
、
�三
二
〇
〇
〇

年
代
の
需
要
増
進
に
よ
る
需
給
均
衡
の
回
復
、
そ
し
て
�四
二
〇
〇

〇
年
代
半
ば
以
降
の
需
給
逼
迫
、
と
い
う
形
で
推
移
し
て
き
た
。

そ
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
供
給
過
剰
が
鮮
明
と
な
っ
た
一
九
八
〇

年
代
以
降
に
は
、
余
剰
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
海
外
市
場
で
販
売
す
る

戦
略
が
採
用
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
需
給
均
衡
と
と

も
に
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
量
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
変
化
の
背
景
を
考
察
す
る
た

め
、
ま
ず
生
産
の
特
徴
と
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
中

国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
は
、
華
北
・
東
北
畑
作
地
域
を
中
心
的

に
中
国
全
土
の
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
主
要
な
産
地

と
し
て
、
東
北
地
方
（
吉
林
省
、
黒
龍
江
省
な
ど
）
と
華
北
地
方

（
河
南
省
、
山
東
省
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
二
つ
の
地
域
で

中
国
全
体
の
七
割
以
上
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産
し
て
い
る
。
そ

し
て
中
国
で
栽
培
さ
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
類
は
、
後
述
す
る

畜
産
業
の
発
展
と
関
連
し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン

が
中
心
で
、
全
体
の
七
〇
〜
八
〇
％
を
占
め
る
。

中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
の
要
因
は
、
年
代
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
含
む
食

糧
の
増
産
の
理
由
と
し
て
、
集
団
農
業
か
ら
農
業
生
産
責
任
制
と

呼
ば
れ
る
家
族
経
営
農
業
へ
の
転
換
と
、
政
府
に
よ
る
食
糧
買
付

図１ 中国のトウモロコシ需給バランス

（出所）USDA PSD Onlineより筆者作成。
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価
格
の
大
幅
な
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
農
家
の
食
糧
生
産
意
欲
が

向
上
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
時
期
に
は

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
品
種
の
普
及
が
進
展
し
た
こ
と

も
、
単
収
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
、
一

九
六
〇
年
代
末
頃
か
ら
単
交
雑
品
種
の
育
種
と
普
及
が
始
ま
り
、

一
九
八
〇
年
代
に
は
単
交
雑
品
種
の
普
及
率
は
約
七
〇
％
、
一
九

九
〇
年
代
に
は
八
〇
〜
九
〇
％
に
上
昇
し
た
�

。
ま
た
、
品
種
改

良
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、
多
毛
作
と
い
う
形
で
作
付
体
系
も

変
化
し
、
化
学
肥
料
の
投
入
量
も
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
�

。
そ

の
結
果
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
単
収
は
、
一
九
八
〇
年
の
三
一
一
六

㎏
／
�
か
ら
、
一
九
九
〇
年
に
は
四
五
二
四
㎏
／
�
へ
と
大
幅
な

上
昇
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
増
産

は
、
引
き
続
き
品
種
改
良
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
食
糧
増

産
は
食
糧
流
通
改
革
に
と
も
な
う
政
策
の
影
響
も
大
き
い
。
一
九

九
〇
年
代
初
頭
に
実
施
さ
れ
た
食
糧
買
付
価
格
の
自
由
化
は
、
食

糧
価
格
の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、
食
糧
市
場
は
大
き
く
混
乱
し

た
。
そ
の
た
め
、
中
国
政
府
は
食
糧
の
政
府
買
付
価
格
を
復
活
さ

せ
る
と
も
に
、
各
省
に
食
糧
の
増
産
と
食
糧
需
給
の
安
定
化
を
義

務
づ
け
る「
食
糧
省
長
責
任
制
」を
一
九
九
五
年
か
ら
導
入
し
た
。

こ
れ
ら
の
政
策
に
よ
っ
て
、
一
九
九
六
年
に
は
食
糧
の
大
幅
増
産

と
な
っ
た
が
、
逆
に
深
刻
な
食
糧
余
剰
と
価
格
低
迷
が
発
生
し
た

た
め
、
中
国
政
府
は
市
場
価
格
よ
り
も
有
利
な
価
格
で
余
剰
食
糧

を
買
い
支
え
た
の
で
あ
る
�

。

そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
、
単
収
が
五

〇
〇
〇
㎏
／
�
前
後
で
伸
び
悩
む
一
方
で
、
競
合
す
る
穀
物
（
小

麦
、
大
豆
な
ど
）
と
比
較
し
た
収
益
性
の
高
さ
か
ら
、
東
北
地
方

を
中
心
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
面
積
が
大
幅
に
増
大
し
て
い

る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
単
位
面
積
あ
た
り
の
純
収
入
は
、
コ
メ
の

純
収
入
を
や
や
下
回
る
も
の
の
、
二
〇
〇
一
年
頃
か
ら
大
豆
と
小

麦
の
そ
れ
ら
を
継
続
的
に
上
回
り
始
め
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
一

一
年
の
中
国
全
体
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
付
面
積
は
三
三
五
四
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
二
〇
〇
〇
年
の
そ
れ
と
比
較
し
て
四
五
・
五
％
増

加
し
た
。
東
北
春
播
き
地
帯
の
主
要
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
産
地
で
あ

る
吉
林
省
と
黒
龍
江
省
の
同
時
期
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
付
面
積
の

増
加
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
二
・
六
％
と
一
五
四
・
七
％
と
高
い
伸

び
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
総
生
産
量
に
占
め

る
割
合
で
み
て
も
、
吉
林
省
で
は
二
〇
〇
〇
年
の
九
・
四
％
か
ら

二
〇
一
一
年
に
は
一
二
・
一
％
、
黒
龍
江
省
で
は
七
・
五
％
か
ら

一
三
・
九
％
へ
と
上
昇
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
吉
林
省
で
は
大
豆

の
作
付
面
積
が
減
少
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
単
作
へ
の
移
行
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
の
変
容

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
の
背
景
に
は
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
対
す
る
旺
盛
な
需
要
が
存
在
し
、
主
食
向
け
の
ト
ウ

中国におけるトウモロコシ増産の背景とトウモロコシ貿易の実態 ��������
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モ
ロ
コ
シ
消
費
か
ら
、
畜
産
の
飼
料
向
け
と
工
業
向
け
の
消
費
へ

の
転
換
が
大
き
く
進
行
し
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
消
費
量
に

つ
い
て
は
、
各
種
の
デ
ー
タ
を
接
合
さ
せ
る
形
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
消
費
用
途
の
推
移
を
表
１
に
整
理
し
た
。

一
九
六
五
年
時
点
で
は
食
用
消
費
の
割
合
が
五
七
・
一
％
と
最

も
高
く
、
飼
料
用
消
費
の
割
合
は
三
二
・
八
％
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
は
食
用
消
費
の
絶
対
量
は
増
加
す
る
も
の
の
、
飼
料
用
消
費
の

割
合
が
顕
著
に
上
昇
し
、
一
九
七
五
年
に
は
五
一
・
九
％
と
食
用

消
費
の
割
合
を
上
回
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
飼
料
用
消
費
量
は
八

一
〇
〇
万
ト
ン
で
国
内
総
消
費
の
六
八
・
五
％
を
占
め
る
に
至
っ

た
。
飼
料
用
消
費
の
絶
対
量
は
二
〇
〇
〇
年
代
中
頃
か
ら
頭
打
ち

の
傾
向
が
み
ら
れ
、
国
内
総
消
費
に
占
め
る
割
合
も
二
〇
〇
四
／

〇
五
年
の
七
〇
・
八
％
か
ら
、
二
〇
〇
八
／
〇
九
年
に
は
六
二
・

四
％
に
下
が
り
、
二
〇
一
一
年
に
は
六
〇
・
〇
％
に
低
下
し
た
も

の
の
、絶
対
量
は
再
び
増
加
し
て
い
る
。さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、

工
業
用
消
費
が
一
九
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
顕
著
に
上
昇
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
の
工
業
用
消
費
は
八
四
〇
万
ト
ン
（
対

国
内
総
消
費
量
の
八
・
〇
％
）、二
〇
〇
〇
年
に
は
一
〇
五
〇
万
ト

ン
（
同
八
・
九
％
）
へ
と
増
加
し
た
。
二
〇
〇
四
年
以
降
は
工
業

用
消
費
の
増
加
傾
向
が
強
ま
り
、
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
の
一
八
一

〇
万
ト
ン
（
同
一
四
・
四
％
）
か
ら
二
〇
〇
八
／
〇
九
年
に
は
三

六
六
一
万
ト
ン
（
同
二
四
・
一
％
）、二
〇
一
一
年
に
は
五
七
〇
〇

万
ト
ン
（
同
三
〇
・
三
％
）
に
達
し
て
い
る
。

表１ 中国のトウモロコシ消費構成の推移 単位：万トン

（出所）１９６５～２００２年までは農業部種植業管理司組編『中国玉米品質区 及産業布局』中国農業出版社、２００４年、
１７８頁、２００４／０５年～２００８／０９は国家糧食信息データと中国匯易諮�網、２０１０～１１年は聶振邦主編『中国
糧食発展報告』経済管理出版社（各年版）より作成。

（注）１）数値は原データに基づくため、２００２年と２００４／０５年の「食用消費」と「損耗」について格差が大きい
点に注意されたい。

２）１９６５～２００２年の「損耗」にはその他も含まれる。
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ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
用
途
の
変
化
は
、
生
活
水
準
向
上
に
と
も

な
う
食
生
活
の
転
換
（
主
食
の
消
費
量
の
減
少
と
動
物
性
タ
ン
パ

ク
質
の
摂
取
量
増
大
）、そ
し
て
加
工
食
品
用
・
工
業
用
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
て
き
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
デ
ン
プ
ン
は
糖
化
、
乾
燥
、
ア
ル
コ
ー
ル

発
酵
と
い
っ
た
加
工
処
理
を
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
発
酵
製
品
（
ア

ミ
ノ
酸
類
、
有
機
酸
、
酵
素
、
酵
母
な
ど
）
や
糖
化
製
品
と
な
っ

て
、
様
々
な
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
表
２
に
は
都
市
・
農
村
別
に
食
料
品
に
関
す
る
一
人

あ
た
り
年
間
平
均
消
費
量
を
示
し
た
。
食
糧
に
つ
い
て
、
都
市
世

帯
で
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
、
農
村
世
帯
で
も
二
〇
〇
〇
年

代
前
半
か
ら
消
費
量
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
き
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
中
国
人
の
最
も
重
要
な
動
物
性
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
る
豚

肉
を
み
る
と
、
と
く
に
農
村
世
帯
の
豚
肉
消
費
量
の
増
加
は
顕
著

で
、
一
九
八
〇
年
の
農
村
世
帯
の
年
間
豚
肉
消
費
量
は
七
・
三
㎏

で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
に
は
一
〇
・
五
㎏
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
一
三
・
三
㎏
、
二
〇
〇
五
年
に
は
一
五
・
六
㎏
へ
と
増
加
し
、

豚
肉
消
費
量
で
の
都
市
・
農
村
間
の
格
差
は
大
幅
に
縮
小
し
て
い

る
�

。
近
年
、
世
帯
あ
た
り
の
豚
肉
消
費
量
に
は
飽
和
傾
向
も
み

ら
れ
る
が
、
人
口
規
模
の
大
き
い
農
村
世
帯
の
所
得
水
準
の
向
上

は
、
中
国
全
体
と
し
て
の
豚
肉
需
要
量
を
持
続
的
に
増
加
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

他
方
、
中
国
で
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工

表２ 都市・農村住民別の１人あたり年間平均消費量 単位：㎏

（出所）国家統計局農村社会経済調査総隊編『中国農村住戸調査』中国統計出版社（各年版）、国家統計局城市社
会経済調査司編『中国城市（鎮）生活与価格年鑑』中国統計出版社（各年版）より筆者作成。

（注）１）家計調査の「消費量」（都市世帯は購入量）には、農村世帯の自家消費量は含まれるが、都市・農村世
帯ともに外食分（品目ごとに分類可能な場合は除く）は消費量に含まれない。

２）家計の食糧消費の定義は農村世帯と都市世帯で異なる。農村世帯の「食糧」（原糧換算）には穀物以外
にイモ頼、豆類、雑穀とその加工品（豆腐や春雨、酒などの加工度の相対的に高いものは除く）も含
まれるが、都市世帯の「食糧」（貿易糧換算）は穀物とその加工品のみで、イモ類・豆類・菓子類は含
まれない。

中国におけるトウモロコシ増産の背景とトウモロコシ貿易の実態 ��������

２３



業
が
急
速
な
発
展
を
み

せ
て
い
る
。
中
国
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
製
品

の
生
産
状
況
に
つ
い
て

は
、
表
３
に

ま

と

め

た
。
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
の
間
に
す

べ
て
の
製
品
で
生
産
量

が
大
き
く
増
加
し
て
い

る
が
、
と
り
わ
け
コ
ー

ン
ス
タ
ー
チ
・
糖
化
製

品
で
そ
の
傾
向
が
顕
著

で
、
二
〇
〇
三
年
に
は

三
〇
〇
万
ト
ン
で
あ
っ

た
生
産
量
は
、
二
〇
一

〇
年
に
は
九
二
三
万
ト

ン
と
な
り
、
年
平
均
増

加
率
も
一
七
・
四
％
で

あ
っ
た
。
こ
の
加
工
業

の
躍
進
の
背
後
に
は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
製

品
価
格
の
上
昇
が
重
要

な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。「
中
国
玉
米
市
場
網
」
の
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
価
格
（
長
春
の

工
場
出
荷
価
格
）
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
の
平
均
出
荷

価
格
は
一
四
九
七
元
／
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
一

七
七
三
元
／
ト
ン
、
二
〇
〇
七
年
に
は
二
二
六
二
元
／
ト
ン
、
二

〇
一
〇
年
七
月
に
は
二
六
五
〇
元
／
ト
ン
へ
と
大
幅
に
上
昇
し
て

い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
貿
易
の
構
造
変
化

で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
の
変

化
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
貿
易
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
２
で
は
一
九
八
五
年
以
降
の
輸

出
入
量
の
変
化
を
示
し
た
が
、
こ
の
図
を
み
る
と
中
国
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
ま
で
は
大
幅
な
輸
出
超
過
で
、
か

つ
輸
出
量
の
変
化
が
年
に
よ
っ
て
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か

る
。
輸
出
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し
く
み
て
い
く
と
、
一
九
九
〇
年

代
前
半
は
毎
年
一
〇
〇
〇
万
ト
ン
前
後
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
輸
出

し
て
い
た
が
、
国
内
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
一
九
九
五
〜
九
六
年

に
輸
出
量
が
激
減
し
た
も
の
の
、
一
九
九
七
年
か
ら
は
政
府
支
持

価
格
買
付
に
よ
る
過
剰
在
庫
を
処
理
す
る
た
め
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

輸
出
を
再
び
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
中
国
政
府
は
輸
出
企
業

に
対
し
て
輸
出
に
関
わ
る
付
加
価
値
税
の
免
除
や
還
付
を
行
っ
た

り
、
輸
送
の
た
め
の
鉄
道
建
設
基
金
の
減
免
を
実
施
し
た
り
す
る

な
ど
、
手
厚
い
補
助
と
支
援
を
実
施
し
て
き
た
。

表３ トウモロコシ加工製品の生産動向 単位：万トン

（出所）２００３～０７年は賀燕麗主編『我国玉米加工業的発展与展望』経済科学出版社、２００９年、２０２頁、２００８～１０
年（バイオエタノールについては全年）は中国軽工業部経済研究所編『中国軽工業年鑑』（各年版）軽工
業出版社に基づく。

（注）「デンプン」とはトウモロコシから精製される一次加工としてのデンプンのことで、発酵製品など二次加
工される原料デンプンも含まれる。
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そ
れ
に
対
し
て
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
は
、
大
規
模
な
輸

入
を
行
っ
た
一
九
九
五
年
を
除
き
、
輸
入
量
は
非
常
に
少
な
か
っ

た
。
中
国
が
一
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
輸
入
を
行
っ
た
の
は
、
一
九

九
〇
年
代
に
は
四
年
間
の
み
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
輸
入
量
は
一

貫
し
て
一
〇
万
ト
ン
を
下
回
っ
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
関
税

割
当
量
で
あ
る
輸
入
関
税
一
％
の
数
量
は
、
二
〇
〇
四
年
以
降
は

七
二
〇
万
ト
ン
に
設
定
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
の
輸
入
量
は
そ
の

割
当
量
を
大
き
く
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
九
年
末
か
ら
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
高

騰
を
受
け
、
二
〇
一
〇
年
に
は
中
国
の
ア
メ
リ
カ
産
Ｇ
Ｍ
種
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
中
心
に
輸
入
が
急
増
し
、
二
〇
一
〇
年
の
輸
入
量
は

一
五
七
万
ト
ン
で
、
二
〇
一
二
年
に
は
五
二
一
万
ト
ン
と
な
っ

た
。
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
も
増
加
し
な
か
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
輸
入
量
が
何
故
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
急
速
に
増
加
し
た
の
か
。

こ
の
背
景
に
は
、
中
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ア
メ
リ
カ
産
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
と
の
価
格
差
の
変
化
が
存
在
す
る
。

そ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
仮
想
的
な

国
際
価
格
と
中
国
国
内
価
格
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
推
計
方
法
と

し
て
は
、
ま
ず
シ
カ
ゴ
市
場
（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
）
の
期
近
先
物
価
格
に

プ
レ
ミ
ア
ム
（
メ
キ
シ
コ
湾
ま
で
の
輸
送
費
な
ど
）
を
加
え
た
Ｇ

ｕ
ｌ
ｆ

Ｆ
Ｏ
Ｂ
デ
ー
タ
を
用
意
し
た
。
そ
の
価
格
に
、
メ
キ
シ

コ
湾
か
ら
中
国
へ
の
海
上
輸
送
費
（
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
サ
イ
ズ
の
Ｇ

ｕ
ｌ
ｆ
‐
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
フ
レ
ー
ト
）、さ
ら
に
関
税
（
一
％
）
と
付

図２ 中国のトウモロコシ輸出入量の推移

（出所）中華人民共和国農業部編『中国農業発展報告』（各年版）中国農業出版社、World Trade Atlasより筆者作成。
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加
価
値
税
（
一
三
％
）
を
加
え
た
も
の
を
「
国
際
価
格
」
と

定
義
す
る
。
他
方
、
中
国
国
内
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
に
つ

い
て
は
、
鄭
州
糧
食
卸
売
市
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ

て
い
る
全
国
卸
売
市
場
平
均
価
格
を
「
国
内
価
格
」
と
定
め

た
。図

３
で
は
、
継
続
的
な
デ
ー
タ
が
と
れ
る
二
〇
〇
〇
年
以

降
の
価
格
比
較
の
結
果
を
示
し
た
。
図
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
国
内
価
格
が
国
際
価
格
を
一
年
近
く
上
回
っ
た
、
あ
る

い
は
同
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
九

年
八
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
八
月
と
い
う
二
つ
の
時
期
だ
け
で

あ
る
。
そ
れ
以
外
の
時
期
は
、
基
本
的
に
国
内
価
格
が
国
際

価
格
を
下
回
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
輸
入
す
る
必
然
性
は
低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
一
年
以
降
は
、
中
国
産
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
卸
売
価
格
の
上
昇
が
著
し
く
、
気
象
条
件
に
よ
っ
て

大
き
く
変
動
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
際
価
格
を
国
内
価
格

が
二
〇
一
二
年
に
は
再
び
上
回
る
な
ど
傾
向
も
み
ら
れ
、
そ

れ
が
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
の
増
加
に
繋
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
中
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内
価
格

が
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
一
貫
し
て
上
回
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
中
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
輸
入
品
と
対
峙
で
き
る
価
格
競
争
力
を
維
持
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。

図３ トウモロコシの中国国内価格と国際価格

（出所）中国の平均卸売価格は中国鄭州糧食卸売市場ホームページ(http : //www.czgm.com/)、Gulf FOBはFAO価
格データベース(http : //www.fao.org/es/esc/prices/)、フレートについては配合飼料安定供給機構HP(http :
//mf－kikou.lin.gr.jp/seisan/seisan.htm)の掲載データに基づいて筆者作成。
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そ
し
て
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
貿
易
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
変

化
と
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
「
輸
出
代

替
」
が
着
実
に
進
展
し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
中
国
で
は
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
ま
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

純
輸
出
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
主
要

な
原
材
料
と
す
る
畜
産
品（
肉
類
・
肉
調
整
品
）の
輸
出
大
国
で
も

あ
っ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
関
連
産
業
の
貿
易
収
支
を
示
し
た
表
４

を
み
る
と
、
肉
類
・
肉
調
整
品
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
ま
で
一
〇

〜
一
七
億
ド
ル
前
後
の
輸
出
超
過
で
、
日
本
向
け
を
中
心
に
肉
調

整
品
を
大
量
に
輸
出
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
中
国
国
内
の
豚
肉
価

格
の
乱
高
下
と
趨
勢
的
な
上
昇
を
受
け
、
中
国
で
は
近
年
、
肉
類

の
輸
入
が
急
増
し
て
い
る
た
め
、
肉
類
・
肉
調
整
品
の
貿
易
収
支

は
二
〇
一
一
年
か
ら
赤
字
に
転
落
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
、
デ
ン
プ
ン
製
品
や

ア
ミ
ノ
酸
化
合
物
（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、
リ
ジ
ン
な
ど
）
と
い
っ
た

化
学
加
工
品
の
貿
易
黒
字
が
大
き
く
増
大
し
、
二
〇
一
二
年
に
は

二
二
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原

料
と
す
る
関
連
産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
そ
の
も

の
の
貿
易
収
支
は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

関
連
産
業
を
含
め
た
貿
易
収
支
は
二
〇
一
一
年
ま
で
毎
年
一
〇
億

ド
ル
以
上
の
黒
字
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
肉
製
品
や
化
学

加
工
品
に
お
い
て
、
原
材
料
の
一
つ
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
ど

の
程
度
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
製
品
ま
で
を
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
関
連
産
業
に

含
め
る
か
と
い
っ
た
点

は
、
今
後
の
よ
り
詳
細

な
分
析
と
考
察
が
必
要

で
あ
る
が
、
中
国
で
は

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
関
連
産

業
の
発
展
を
通
じ
て
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
付
加

価
値
を
高
め
る
「
輸
出

代
替
」
を
実
現
し
て
き

た
こ
と
は
、
大
い
に
注

目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
中
国
に

お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化

を
踏
ま
え
、
そ
の
背
後

に
存
在
す
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
生
産
拡
大
の
経
済

的
・
技
術
的
要
因
を
考

察
す
る
と
と
も
に
、
消

費
構
造
の
変
化
を
概
観

表４ トウモロコシ関連産業の貿易収支 単位：億ドル

（出所）World Trade Atlusより筆者作成

中国におけるトウモロコシ増産の背景とトウモロコシ貿易の実態 ��������
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し
て
き
た
。
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
は
、
一
九
八
〇
〜
九
〇

年
代
の
供
給
過
剰
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
需
給
均
衡
、
そ
し
て
二

〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
の
需
給
逼
迫
へ
と
変
化
し
て
き
た
が
、
そ

れ
は
中
国
人
の
生
活
水
準
の
向
上
に
と
も
な
う
豚
肉
や
鶏
肉
な
ど

の
食
肉
需
要
の
増
大
に
加
え
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
や
発
酵
製
品
と

い
っ
た
加
工
製
品
に
対
す
る
需
要
の
大
幅
増
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
増
大
す
る
需
要
を
満
た
す
た
め
、

二
〇
〇
〇
年
代
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
は
主
と
し
て
作
付
面
積
の

拡
大
と
小
麦
・
大
豆
か
ら
の
転
作
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
き
た
。

他
方
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
対
す
る
需
給
逼
迫
を
受
け
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
価
格
は
持
続
的
な
上
昇
傾
向
を
示
し
、
二
〇
〇
九
年
頃
か

ら
国
内
価
格
が
輸
入
価
格
と
拮
抗
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
中
国
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
は
大
き
な
増
加
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
中
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
輸
入
品
と
対
峙
で
き
る
価
格
水

準
を
依
然
と
し
て
維
持
し
て
い
る
こ
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
化
学

加
工
製
品
で
大
幅
な
輸
出
超
過
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る

と
、
中
国
が
構
造
的
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
国
と
な
っ
た
と
い
う

見
方
は
極
め
て
一
面
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
め
ぐ
る
世
界
の
穀
物
市
場
を

占
う
際
、
安
易
な
印
象
論
や
脅
威
論
を
以
て
中
国
の
問
題
を
語
る

の
で
は
な
く
、
中
国
に
お
け
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
産
業
構
造
の
変

化
、
そ
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
貿
易
の
実
態
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

詳
細
に
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
言
え
る
。

�

U
S
D
A
.A

gricultural
Long

―term
P

rojections
to

2022,F
eb
ru
ary
2
0
1
3
,

p
.2
1
.

�

中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
に
関
す
る
、
よ
り
体
系
的
な
全
体
像
と
食

料
安
全
保
障
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
寳
劔
久
俊
「
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
需
給
構
造
と
食
料
安
全
保
障
」（
清
水
達
也
編
『
変
容
す
る
途
上
国
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給

市
場
の
統
合
と
分
離
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

所
収
）、二
〇
一
一
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

�

農
業
部
種
植
業
管
理
司
組
編
『
中
国
玉
米
品
質
区
劃
及
産
業
布
局
』
中

国
農
業
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
九
七
―
一
九
九
頁
。

�

田
島
俊
雄
「
農
業
生
産
力
の
展
開
構
造
」（
山
内
一
男
編
『
中
国
経
済
の

転
換
』
岩
波
書
店
、
所
収
）、一
九
八
九
年
、
一
七
三
―
一
八
九
頁
。

�

寳
劔
久
俊
「
中
国
に
お
け
る
食
糧
流
通
政
策
の
変
遷
と
農
家
経
営
へ
の

影
響
」（
高
根
務
編
『
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
農
産
物
流
通
』
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
、
所
収
）、二
〇
〇
三
年
、
四
七
―
五
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

�

た
だ
し
二
〇
〇
六
年
に
発
生
し
た
豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群
（
Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
豚
出
荷
量
が
減
少
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
二
〇
〇
七
年
か

ら
豚
肉
価
格
が
急
激
な
変
動
を
み
せ
て
い
る
。
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は
じ
め
に

中
国
の
東
北
地
区
に
あ
る
黒
竜
江
省
、
遼
寧
省
、
吉
林
省
と
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
い
ず
れ
も
食
糧
主
産
地
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
吉
林
省
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量
と
流
通
量
が

と
も
に
大
き
く
、
全
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
情
勢
に
重
要
な
影

響
を
及
ぼ
す
地
域
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
以
来
、
同
省
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
生
産
量
は
一
貫
し
て
全
国
生
産
量
の
一
〇
％
以
上
を
占
め

る
。
二
〇
一
二
年
に
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量
は
二
億
八
一

二
万
ト
ン
に
達
し
、
吉
林
省
の
生
産
量
も
史
上
最
高
の
二
五
七
九

万
ト
ン
を
記
録
し
た
１

。
吉
林
省
で
生
産
・
供
給
さ
れ
る
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
中
国
の
国
内
需
要
の
み
な
ら
ず
、
海
外
貿
易
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一
九
八
五
〜
二
〇
〇
七
年
に
中
国
は
合
計
一

億
四
千
万
ト
ン
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
輸
出
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

吉
林
省
で
生
産
・
保
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
２

。

食
糧
流
通
体
制
が
自
由
化
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
以
降
、
省
内
の

加
工
需
要
が
増
大
し
た
結
果
、
吉
林
省
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
主
産

地
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
主
要
な
消
費
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
省
か
ら
他
地
域
へ
の
移
出
量
が
減
少
し
つ

つ
あ
り
、
全
国
の
需
給
構
造
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

そ
こ
で
近
年
の
中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
構
造
の
変

化
を
理
解
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
吉
林
省

に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
、
流
通
、
加
工
に
見
ら
れ
る
変

化
を
検
討
す
る
。

１
、
生
産

吉
林
省
の
気
候
は
温
帯
大
陸
性
気
候
で
あ
る
。
農
業
生
産
は
年

一
作
で
、
省
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
区
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に
適

す
る
気
候
と
土
壌
条
件
を
有
す
る
。
図
表
１
が
示
す
よ
う
に
、
吉

林
省
の
農
業
は
食
糧
生
産
、
と
り
わ
け
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
中

心
で
あ
る
。
同
省
で
は
、
総
作
付
面
積
の
八
〜
九
割
は
食
糧
生
産

に
利
用
さ
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
コ
メ
、
大
豆
が
主
要
な
作
物
で

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

張

馨
元
（
ち
ょ
う

し
ん
え
ん
）

吉
林
省
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
、
流
通
と
加
工
の
変
化

農村と都市をむすぶ２０１３．１０
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あ
る
。
特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
面
積
は

総
作
付
面
積
の
半
分
以
上
、
食
糧
作
付
面
積

の
六
割
以
上
を
占
め
る
。
一
九
七
〇
年
代
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
が
普
及
し
は
じ
め
、
吉
林

省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
規
模
が
拡
大
し

た
。
現
在
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
連
作
が
一
般

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら

二
〇
年
間
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
み
を
栽
培
す
る

耕
地
も
多
く
見
ら
れ
る
３

。
二
〇
一
一
年
に

は
、
食
糧
作
付
面
積
四
五
五
万
�
の
う
ち
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
三
一
三
万
�
を
占
め
た
。

食
糧
生
産
量
の
割
合
を
見
て
も
、
一
九
九
〇

年
以
降
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
年
に
お
い
て
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
食
糧
生
産
量
の
七
割
以
上
を

占
め
、
食
糧
生
産
の
中
心
的
地
位
に
あ
る
。

一
九
九
〇
年
以
降
、
吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
生
産
量
は
概
ね
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
拡

大
傾
向
が
特
に
著
し
い
時
期
は
二
〇
〇
四
年

以
降
の
九
年
間
で
あ
る
。
省
全
体
の
年
生
産

量
は
二
〇
〇
八
年
に
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
を
突

破
し
、
二
〇
一
二
年
に
さ
ら
に
二
五
七
九
万

ト
ン
へ
と
増
加
し
た
。
生
産
量
の
年
平
均
増

加
率
を
見
る
と
、
一
九
九
一
年
〜
二
〇
〇
三

図表１ 吉林省のトウモロコシ生産状況（１９９０－２０１２年）

出所：１９９０年－２０１１年は中国統計出版社『吉林統計年鑑』各年版、２０１２年は「吉林省２０１２年国民経済と社会
発展統計公報」（吉林省政府ホームページ、http : //www.jl.gov.cn/jlgk/tjgb/)より筆者作成。
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年
の
増
加
率
は
三
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
〇
〇
四
年
〜
二

〇
一
二
年
の
増
加
率
は
五
・
九
％
に
達
し
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
生
産
量
の
拡
大
は
主
に
耕
地
面
積
の
拡
大
に

よ
る
結
果
で
あ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
土
地
生
産
性
が
大
幅
に
上

昇
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
吉
林
省
の
一
�
あ
た
り
生
産
量
は
平
均

し
て
七
ト
ン
前
後
で
あ
る
。
前
掲
図
表
１
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

一
�
あ
た
り
生
産
量
は
一
九
九
八
年
に
七
・
九
ト
ン
で
最
も
高
い

が
、
前
年
の
一
九
九
七
年
は
五
・
一
ト
ン
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
吉

林
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
天
水
に
依
存
し
た
農
業
で
あ
る
た

め
、
毎
年
の
天
候
状
況
が
収
量
を
大
き
く
影
響
す
る
。
ま
た
、
近

年
数
多
く
の
種
子
会
社
が
新
し
い
品
種
を
開
発
・
販
売
し
て
い
る

も
の
の
、
現
在
普
及
し
て
い
る
品
種
は
密
植
に
適
し
て
い
る
単
交

雑
種
で
あ
る
４

。
こ
こ
数
年
、
パ
イ
オ
ニ
ア
社
の
中
国
子
会
社
が

販
売
す
る
「
先
玉
３
３
５
」
と
い
う
品
種
が
吉
林
省
の
主
要
品
種

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
遺
伝
子
組
換
え
品
種
で
は
な
い
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
に
関
し
て
は
、
遺
伝
子
組
換
え
品
種
の
商
業
用
生
産

が
政
府
に
よ
っ
て
禁
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
吉
林
省
の

各
級
政
府
機
関
と
研
究
機
関
は
更
な
る
増
産
の
方
策
と
し
て
、
干

ば
つ
や
虫
害
に
強
い
品
種
の
開
発
と
乾
燥
地
域
の
灌
漑
施
設
の
整

備
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
低
迷
期
を
経
て
、

二
〇
〇
四
年
か
ら
拡
大
傾
向
に
転
じ
た
。
そ
れ
は
偶
然
な
こ
と
で

は
な
い
。
同
年
に
農
家
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
対
す
る
生
産
意
欲
を

引
き
上
げ
る
出
来
事
が
三
つ
起
き
た
。
一
つ
目
に
吉
林
省
で
農
業

税
の
全
額
免
除
が
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
さ
れ
た
、
二
つ
目
に
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
対
象
と
な
る
食
糧
生
産
補
助
金
の
給
付
が
始
ま
っ

た
、
三
つ
目
に
主
産
地
の
食
糧
流
通
体
制
が
自
由
化
さ
れ
た
。
む

ろ
ん
、
農
業
税
の
免
除
は
生
産
費
の
削
減
を
意
味
し
、
食
糧
補
助

金
の
給
付
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
収
益
を
よ
り
安
定
的
に
す

る
。
農
家
に
と
っ
て
い
ず
れ
も
有
利
な
政
策
で
あ
り
、
こ
の
点
を

検
証
す
る
研
究
が
す
で
に
多
数
存
在
す
る
５

。
そ
こ
で
本
稿
は
三

つ
目
の
出
来
事
、
す
な
わ
ち
食
糧
流
通
自
由
化
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
増
産
に
有
利
に
働
い
た
点
に
注
目
し
た
い
。

２
、
流
通

食
糧
流
通
自
由
化
改
革
以
前
、
主
産
地
の
食
糧
流
通
は
国
有
食

糧
企
業
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
。
農
家
は
毎
年
収
穫
後
に
馬

車
を
利
用
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
各
郷
鎮
に
設
置
さ
れ
る
国
有
食

糧
企
業
の
倉
庫
や
買
付
所
へ
運
び
、
販
売
し
た
。
当
時
、
国
有
食

糧
企
業
以
外
の
企
業
や
個
人
に
よ
る
農
村
で
の
食
糧
の
買
付
は
原

則
禁
止
と
さ
れ
、
農
家
も
県
境
を
越
え
て
食
糧
を
販
売
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
出
回
り
期
に

な
る
と
、
買
付
資
金
と
保
管
施
設
の
不
足
に
よ
り
、
国
有
食
糧
企

業
は
し
ば
し
ば
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
買
付
を
停
止
し
た
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代
は
じ
め
の
省
内
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
量
は
生
産
量
の
一
〜
二
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

吉林省におけるトウモロコシの生産、流通と加工の変化���������������
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い
た
。
そ
の
結
果
、
収
穫
後
か
ら
旧
正
月
ま
で
の
時
期
（
一
〇
月

下
旬
〜
翌
年
二
月
）
に
は
、
農
家
の
庭
先
に
も
国
有
食
糧
企
業
の

倉
庫
や
敷
地
に
も
、
域
外
へ
移
出
で
き
な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
積

み
上
が
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
二
〇
〇
四
年
の
改
革
の
実
施
に
よ
っ
て
改

善
さ
れ
た
。
中
国
政
府
は
二
〇
〇
四
年
五
月
に
「
食
糧
流
通
体
制

改
革
を
更
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
」
を
通
達
し
、
主

産
地
に
お
い
て
も
食
糧
流
通
体
制
の
自
由
化
を
認
め
た
。
こ
の
改

革
の
影
響
を
受
け
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
流
通
体
制
に
三
つ
の
変

化
が
起
き
た
。
第
一
に
、
国
有
食
糧
買
付
企
業
は
解
体
ま
た
は
売

却
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
有
企
業
の
独
占
力
が
な
く
な
っ
た
。

第
二
に
、
国
有
食
糧
企
業
以
外
の
企
業
や
個
人
に
よ
る
流
通
市
場

へ
の
参
入
が
可
能
と
な
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
売
買
す
る
主
体
が

多
様
に
な
っ
た
。
第
三
に
、
県
、
市
ま
た
は
省
を
跨
る
買
付
と
販

売
が
自
由
に
な
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
流
通
範
囲
が
広
く
な
っ

た
。以

上
の
変
化
が
起
き
る
過
程
の
中
で
、
①
生
産
農
家
、
②
農
村

仲
買
人
、
③
民
間
・
国
有
食
糧
流
通
企
業
、
④
各
種
加
工
企
業
と

国
有
食
糧
備
蓄
企
業
と
い
っ
た
四
層
の
経
済
主
体
で
構
成
さ
れ
る

新
し
い
流
通
構
造
が
定
着
し
た
。
図
表
２
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

吉
林
省
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
を
担
っ
て
い
る
の
は
平
均
経
営
規

模
が
一
・
六
�
の
小
規
模
農
家
で
あ
る
。
農
家
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
買
い
付
け
る
の
は
「
経
紀
人
」
と
呼
ば
れ
る
個
人
の
農
村
仲

買
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
買
い
付
け
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
糧
流
通

企
業
や
加
工
企
業
へ
転
売
す
る
。
し
か
し
、
農
村
仲
買
人
の
販
売

地
域
は
買
付
地
域
か
ら
お
よ
そ
一
五
〇
�
以
内
の
範
囲
で
あ
り
、

広
域
流
通
、
と
り
わ
け
省
外
へ
の
販
売
は
保
管
施
設
を
有
す
る
民

間
と
国
有
の
食
糧
流
通
企
業
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。
後
述
す
る
よ

う
に
、
二
〇
〇
四
年
以
降
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
産
業
の
規
模
と

図表２ トウモロコシ流通の概略図（２００４年以降）

注：国有食糧買付企業の改革状況が不明確なため、点線で示している。
出所：筆者作成。
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企
業
数
が
大
き
く
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
主
に
デ
ン
プ

ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
飼
料
を
生
産
す
る
企
業
で
あ
り
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
実
需
者
で
あ
る
。
国
有
食
糧
備
蓄
企
業
は
買
い
付
け
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
三
年
間
保
管
す
る
た
め
、
短
期
な
転
売
で
利
益
を

上
げ
る
食
糧
流
通
企
業
と
は
異
な
る
。
国
有
食
糧
備
蓄
企
業
は
自

ら
消
費
し
な
い
も
の
の
、
備
蓄
量
を
積
み
増
し
す
る
と
き
に
は
大

口
の
需
要
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

実
際
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
流
通
経
路
は
、
以
上
四
つ
の
経
済
主

体
を
す
べ
て
経
由
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
有
食
糧
備
蓄
企
業
の

買
付
と
販
売
を
除
い
て
、
図
表
２
に
示
さ
れ
る
主
体
は
互
い
に
自

由
に
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
農
家
が
自
ら
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
加
工
企
業
へ
販
売
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
農
村
仲
買
人
が

農
家
か
ら
買
い
付
け
た
も
の
を
国
有
食
糧
備
蓄
企
業
へ
転
売
す
る

こ
と
も
あ
る
。
加
工
企
業
の
調
達
方
式
も
毎
年
時
期
に
よ
っ
て
変

化
す
る
。
多
く
の
加
工
企
業
は
収
穫
後
の
出
回
り
期
に
自
社
倉
庫

の
前
で
農
家
や
農
村
仲
買
人
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
買
い
付
け
る

が
、
翌
年
四
月
以
降
の
半
年
間
は
農
家
在
庫
が
ほ
ぼ
な
く
な
る
た

め
、
民
間
・
国
有
流
通
企
業
か
ら
の
買
付
に
シ
フ
ト
す
る
。

新
し
い
流
通
構
造
の
中
で
最
も
活
躍
し
て
い
る
主
体
は
農
村
仲

買
人
で
あ
る
６

。
二
〇
〇
四
年
の
改
革
に
よ
り
、
生
産
農
家
は
国

有
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
民
間
企
業
に
も
食
糧
を
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
、
吉
林
省
の

九
割
以
上
の
農
家
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
農
村
仲
買
人
へ
販
売
す

る
。
二
〇
〇
九
年
時
点
で
、
同
省
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
売
買
す
る

農
村
仲
買
人
の
数
は
一
万
人
以
上
と
推
測
さ
れ
る
７

。
彼
ら
は
食

糧
の
売
買
で
生
計
を
立
て
る
商
人
で
は
な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
と
一
定

の
資
金
を
有
す
る
農
民
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
品
質
を
見
分
け
る
ス
キ
ル
、
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
、
そ
し
て
約

六
万
元
の
運
転
資
金
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
の
農
家
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
仲
買
人
に
な
れ
る
の
で
あ
る
。
農
村
仲
買
人
は
一
般
的
に
二
人

一
組（
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）で
居
住
地
周
辺
の
村
を
訪
ね
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
品
質
を
見
定
め
て
農
家
と
値
段
を
交
渉
す
る
。

交
渉
が
成
立
す
れ
ば
、
農
村
仲
買
人
は
労
働
力
を
雇
っ
て
脱
粒
、

計
量
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込
み
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
作
業
が
終

わ
る
と
、
そ
の
場
で
農
村
仲
買
人
は
農
家
に
代
金
を
現
金
で
支
払

い
、
買
付
は
終
了
す
る
。

一
方
、
農
村
仲
買
人
は
販
売
先
の
企
業
と
長
期
的
販
売
契
約
を

結
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
携
帯
電
話
を
通
じ
て
、
同

郷
者
ま
た
は
同
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
し
て
お
り
、
買
付

地
周
辺
に
あ
る
企
業
の
価
格
情
報
を
常
に
把
握
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
彼
ら
は
そ
の
時
そ
の
時
の
価
格
情
報
と
交
通
条
件
を
考
慮

し
、
転
売
利
益
が
最
も
高
い
と
予
想
さ
れ
る
企
業
へ
販
売
し
に
行

く
。
一
回
あ
た
り
の
平
均
販
売
量
は
ト
ラ
ッ
ク
の
平
均
積
載
量
と

等
し
く
、
約
一
五
ト
ン
で
あ
る
。
企
業
と
農
村
仲
買
人
の
取
引
も

現
金
、
し
か
も
即
金
取
引
が
一
般
的
で
あ
る
。
筆
者
が
二
〇
一
〇

年
と
二
〇
一
一
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
れ
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ば
、
農
村
仲
買
人
の
最
長
輸
送
距
離
は
平
均
し
て
一
五
九
キ
ロ
で

あ
る
。
こ
の
距
離
を
超
え
る
と
、
同
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
て
も
、
企
業
の
買
付
価
格
を
把
握
し
に
く
く
な
り
、
輸
送
途

中
の
価
格
変
動
の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
流
通
に
関
わ
る
国
有
食
糧
企
業
に
は
買
付
企
業

と
備
蓄
企
業
の
二
種
類
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
の
改
革
の
中
で
、

す
べ
て
の
国
有
食
糧
買
付
企
業
の
解
体
ま
た
は
売
却
が
決
め
ら
れ

た
。
吉
林
省
で
は
国
有
食
糧
施
設
の
処
分
が
二
〇
〇
八
年
に
入
っ

て
か
ら
や
っ
と
本
格
化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
８

。
た
だ
し
、
そ

れ
以
降
の
改
革
状
況
と
新
た
に
編
成
さ
れ
た
食
糧
備
蓄
企
業
の
経

営
状
況
に
関
す
る
統
計
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
で
も

『
中
国
糧
食
年
鑑
』（
各
年
版
）
が
公
表
す
る
二
〇
〇
五
年
以
降
の

買
付
と
販
売
状
況
か
ら
、
吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
流
通
市
場
に

お
け
る
国
有
食
糧
企
業
の
中
心
的
地
位
は
変
化
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
図
表
３
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
有
食
糧
企
業
の
買
付
量
は

食
糧
流
通
自
由
化
直
後
の
二
〇
〇
五
年
に
一
二
六
五
万
ト
ン
で
あ

っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
四
四
二
万
ト
ン
ま
で
下
が
っ
た
。
二

〇
〇
五
〜
一
一
年
の
間
で
は
、
国
家
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
臨
時

備
蓄
買
付
が
実
施
さ
れ
た
二
〇
〇
九
年
の
国
有
食
糧
企
業
の
買
付

量
が
一
四
九
六
万
ト
ン
と
な
り
最
も
多
か
っ
た
。
他
の
年
に
は
臨

時
備
蓄
買
付
は
実
施
さ
れ
ず
、
生
産
量
に
対
す
る
国
有
食
糧
企
業

の
買
付
量
の
比
率
は
七
年
間
の
平
均
値
で
二
七
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
商
品
化
率
が
生
産
量
の
九
八
％

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
９

、
二
〇
〇
五
年
以
降
、
民
間

流
通
企
業
と
加
工
企
業
は
生
産
量
の
七
〇
％
を
買
い
付
け
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
民
間
食
糧
流
通
企
業
と
加
工
企
業
は
国
有
食
糧
企

業
に
代
わ
っ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
流
通
の
中
心
的
役
割
を
担
う
よ

図表３ 国有企業によるトウモロコシの買付と販売（２００５－２０１１年）

出所：経済管理出版社『中国糧食年鑑』各年版より筆者作成。
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う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

３
、
加
工

食
糧
流
通
自
由
化
改
革
は
吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
産
業

に
も
大
き
な
変
革
の
契
機
を
も
た
ら
し
た
。
吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
供
給
量
が
潤
沢
で
価
格
も
比
較
的
安
い
。
二
〇
〇
四
年
に

民
間
企
業
に
よ
る
食
糧
の
買
付
が
自
由
化
さ
れ
て
か
ら
、
同
省
に

あ
る
加
工
企
業
は
生
産
規
模
を
拡
大
し
続
け
、
新
規
に
設
立
さ
れ

る
企
業
も
多
数
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
八
年
時
点
で
省
内

に
は
す
で
に
五
〇
〇
社
以
上
も
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
企
業
が
存

在
し
た
１０

。

図
表
４
に
は
吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
製
品
の
生
産
量
が

示
さ
れ
て
い
る
。
デ
ン
プ
ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
飼
料
の
合
計
生
産

量
は
二
〇
〇
〇
年
に
二
四
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年

に
三
五
九
万
ト
ン
、
二
〇
〇
八
年
に
は
八
八
三
万
ト
ン
に
達
し

た
。
二
〇
〇
四
〜
〇
八
年
の
四
年
間
に
生
産
量
が
二
・
五
倍
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
主
要
加
工
製
品
の
生
産
量
は
二
〇
一
一
年
に
一

一
三
五
万
ト
ン
に
な
り
、
現
在
も
拡
大
し
続
け
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
に
吉
林
省
の
デ
ン
プ
ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
飼
料
の

生
産
量
は
そ
れ
ぞ
れ
四
三
一
万
ト
ン
、
一
四
八
万
ト
ン
、
五
五
五

万
ト
ン
で
あ
り
、
全
国
生
産
量
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九

％
、
一
八
％
、
四
％
で
あ
る
。
吉
林
省
は
中
国
の
デ
ン
プ
ン
と
ア

ル
コ
ー
ル
の
重
要
な
生
産
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
に
年
間
生

産
量
が
四
〇
万
ト
ン
以
上
の
デ
ン
プ
ン
企
業
は
全
国
に
計
一
四
社

図表４ 主要なトウモロコシ加工製品の生産量

（２００１－２０１１年）

注：飼料は混合飼料と配合飼料の合計である。アルコールは「白酒」を含まない。
出所：中国農業出版社『中国農産品加工年鑑』各年版より筆者作成。
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あ
る
。そ
の
う
ち
五
社
が
吉
林
省
に
位
置
し
て
い
る
。と
り
わ
け
、

「
大
成
生
化
科
技
集
団
有
限
公
司
」
は
省
都
の
長
春
市
に
本
拠
地

を
持
つ
ア
ジ
ア
最
大
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
化
学
企
業
で
あ
り
、
コ
ー

ン
・
ス
タ
ー
チ
や
甘
味
剤
、
リ
ジ
ン
な
ど
数
多
く
の
製
品
を
生
産

し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
時
点
で
同
社
の
吉
林
省
内
に
あ
る
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
加
工
能
力
は
す
で
に
二
四
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
。
ま

た
、
ア
ル
コ
ー
ル
生
産
量
が
全
国
第
一
位
の
「
梅
河
口
市
阜
康
酒

精
有
限
責
任
公
司
」
と
第
二
位
の
「
吉
林
省
新
天
龍
酒
業
有
限
公

司
」
も
吉
林
省
に
立
地
す
る
企
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
国
に
五

社
し
か
な
い
燃
料
用
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
企
業
の
う
ち
、「
吉
林
燃
料

エ
タ
ノ
ー
ル
公
司
」
は
吉
林
省
の
主
要
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
企

業
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

加
工
産
業
の
規
模
拡
大
は
、
省
内
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
量
を

大
き
く
引
き
上
げ
た
。
図
表
５
に
は
デ
ン
プ
ン
、
飼
料
、
ア
ル
コ

ー
ル
加
工
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
量
の
推
計
結
果
が
示
さ
れ

て
い
る
。
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
二
五
七
万
ト

ン
し
か
な
か
っ
た
加
工
用
消
費
量
は
二
〇
〇
五
年
に
倍
以
上
の
五

九
九
万
ト
ン
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
加
工
用
消
費
量
は
さ

ら
に
倍
増
し
に
な
り
、
一
二
一
三
万
ト
ン
に
達
し
た
と
推
計
さ
れ

る
。
加
工
用
消
費
量
の
増
大
は
吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
を

引
き
上
げ
、
農
家
の
所
得
向
上
に
も
貢
献
し
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
中
国
政
府
は
二
〇
〇
六
年
一
二
月
と
二
〇
〇
七
年
九

月
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
産
業
に
対
す
る
指
導
意
見
を
二
回
通
達
し
、

デ
ン
プ
ン
企
業
と
ア
ル
コ
ー
ル
企
業
の
規
模
拡
大
を
制
限
し
た
。

こ
の
時
の
政
策
調
整
と
二
〇
〇
九
年
の
臨
時
備
蓄
買
付
に
よ
る
価

格
支
持
政
策
に
よ
っ
て
デ
ン
プ
ン
と
ア
ル
コ
ー
ル
生
産
企
業
は
規

模
拡
大
の
勢
い
を
失
っ
た
。

図表５ 加工用トウモロコシ消費量の推移（１９８５‐２０１１年）

出所：各種資料が掲載する飼料、デンプン、アルコールの生産量に基づき、筆者が
推計し、作成。
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で
は
、
な
ぜ
加
工
産
業
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
全
国
の
食
糧
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
う
え
で
の

政
策
調
整
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
図
表
５
が
示
す
よ
う
に
、
吉
林

省
の
年
間
生
産
量
に
占
め
る
加
工
用
消
費
量
の
比
率
は
年
々
拡
大

し
、
二
〇
〇
七
年
に
四
七
％
に
達
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の

八
割
は
食
料
や
肉
類
の
生
産
と
は
関
係
な
く
、
工
業
用
デ
ン
プ
ン

・
ア
ル
コ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
吉
林
省

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
産
業
の
発
展
は
全
国
の
食
糧
需
給
構
造
に

好
ま
し
く
な
い
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
時
の
政
策
調
整
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的

で
は
な
い
が
、
吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
産
業
の
拡
大
が
全

国
の
食
糧
需
給
構
造
を
変
え
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
図

表
５
の
加
工
用
消
費
量
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
食
用
消
費
を

考
慮
し
な
い
場
合
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
毎
年
約
一
二
〇
〇
万
ト

ン
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
省
外
へ
移
出
さ
れ
、
消
費
地
域
の
需
要
を

補
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は
年
間
生
産
量
の
四
〇
％
以

下
、
七
〇
〇
万
ト
ン
程
度
ま
で
減
少
し
た
。
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
下
で
は
海
外
へ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
輸
出
す
る
こ
と
も
基

本
的
に
は
考
え
に
く
い
。

お
わ
り
に

吉
林
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
概
観
す
る
と
、
一

九
八
〇
年
代
半
ば
〜
二
〇
〇
二
年
は
生
産
過
剰
の
問
題
が
深
刻
な

時
期
、
二
〇
〇
二
〜
〇
六
年
は
生
産
過
剰
が
解
消
し
つ
つ
あ
る
時

期
、
二
〇
〇
六
年
〜
現
在
は
地
域
内
需
要
が
継
続
的
に
拡
大
す
る

時
期
で
あ
る
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
省
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
庭
先
価
格
は
二
〇
〇
〇
年
の
〇
・
八

元
／
�
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
一
・
五
元
／
�
ま
で
上
昇
し
、
二
〇

一
三
年
一
月
に
は
二
元
を
超
え
た
１１

。
食
糧
生
産
に
対
す
る
政
策

支
持
に
加
え
、
流
通
経
路
の
多
様
化
と
地
域
内
需
要
の
増
加
に
よ

り
、
農
家
所
得
は
確
実
に
上
昇
し
、
農
家
の
生
産
意
欲
が
高
く
な

る
一
方
で
あ
る
。
生
産
農
家
の
ほ
か
に
も
、
農
村
仲
買
人
や
民
間

流
通
企
業
の
経
営
者
、
加
工
企
業
の
従
業
員
な
ど
、
様
々
な
人
々

が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
関
連
す
る
産
業
の
発
展
が
も
た
ら
す
利
益
を

享
受
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
以
降
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
産
業
は
吉

林
省
の
地
域
経
済
を
支
え
る
主
要
産
業
の
一
つ
に
な
り
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
か
つ
て
の
よ
う
に
過
剰
に
悩
ま
さ
れ
る
農
産
物
で
は
な

く
、
貴
重
な
資
源
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
以
降
、
吉
林
省
だ
け
で
は
な
く
、
黒
竜
江
省
や
内

蒙
古
自
治
区
で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
量
の
拡
大
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
変
化
は
中
国
の
農
業
発
展
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
バ
ラ

ン
ス
に
新
し
い
課
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生
産
の
収
益
性
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
東
北
地
区
の
ほ
と

ん
ど
の
農
家
は
輪
作
を
や
め
、
可
能
な
限
り
、
農
地
を
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
生
産
に
当
て
て
連
作
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と

競
合
す
る
豆
類
と
雑
穀
類
の
生
産
量
の
減
少
を
招
き
、
長
期
的
に

吉林省におけるトウモロコシの生産、流通と加工の変化���������������
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食
糧
主
産
地
に
お
け
る
地
力
の
低
下
と
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す

お
そ
れ
も
あ
る
。
ま
た
、
主
産
地
か
ら
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
移
出
量

の
減
少
に
よ
っ
て
沿
岸
部
に
あ
る
多
数
の
加
工
企
業
、
と
り
わ
け

飼
料
生
産
企
業
は
新
た
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
調
達
ル
ー
ト
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
今
後
、
中

国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
情
勢
を
考
え
る
際
に
、
主
産
地
の
生
産

量
の
み
な
ら
ず
、
農
家
の
耕
作
方
式
や
加
工
産
業
の
発
展
状
況
に

つ
い
て
も
継
続
的
な
分
析
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

注１

国
家
統
計
局
「
２
０
１
２
年
国
民
経
済
と
社
会
発
展
統
計
公
報
」。

２

経
済
管
理
出
版
社
『
中
国
糧
食
年
鑑
』
各
年
版
。

３

筆
者
が
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
一
三
年
に
毎
年
数
回
に
吉
林
省
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

生
産
に
関
す
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
連
作
障
害
に
よ
る

土
地
生
産
性
の
低
下
は
現
時
点
で
は
起
き
て
い
な
い
。

４

農
業
部
種
植
業
管
理
司
編
（
二
〇
〇
四
）『
中
国
玉
米
品
質
区
劃
及
産
業
布
局
』

中
国
農
業
出
版
社
。

５

例
え
ば
、
池
上
彰
英
（
二
〇
〇
九
）「
農
業
問
題
の
転
換
と
農
業
保
護
政
策
の
展

開
」（
池
上
・
寳
剱
編
『
中
国
農
村
改
革
と
農
業
産
業
化
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

所
収
）。

６

農
村
仲
買
人
に
関
す
る
情
報
は
筆
者
が
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一
二
年
に
実
施
し

た
現
地
調
査
に
よ
る
。

７

張
馨
元
（
二
〇
一
〇
）「
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
流
通
市
場
に
お
け
る
『
経
紀
人
』

の
役
割
」『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
五
六
巻
第
四
号
。

８

吉
林
省
人
民
政
府
は
二
〇
〇
八
年
に
「
国
有
食
糧
購
銷
企
業
の
所
有
権
制
度
改

革
を
加
速
・
推
進
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」（
吉
政
発
二
〇
〇
八
第
二

一
号
）
を
通
達
し
た
。
ま
た
、『
中
国
糧
食
年
鑑
２
０
１
２
』（
経
済
管
理
出
版
社
、

五
二
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
に
吉
林
省
の
国
有
食
糧
企
業
の
数
は
一
一

一
社
で
あ
る
。

９

国
家
発
展
和
改
革
委
員
会
価
格
司
編
『
全
国
農
産
品
成
本
収
益
匯
編

２
０
１
０
』。

１０

加
工
企
業
の
状
況
は
『
中
国
農
産
品
加
工
業
年
鑑
２
０
１
２
』
中
国
農
業
出
版

社
、
張
馨
元
（
二
〇
〇
九
）「
中
国
吉
林
省
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
加
工
産
業
の

発
展
」『
経
済
学
研
究
』
第
五
二
号
一
―
一
四
頁
を
参
考
に
し
て
い
る
。

１１

国
家
発
展
和
改
革
委
員
会
価
格
司
編
『
全
国
農
産
品
成
本
収
益
匯
編

２
０
１
０
』
各
年
版
。
２
０
１
３
年
の
価
格
は
筆
者
が
実
施
し
た
現
地
調
査
に
よ

る
。
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１
、
は
じ
め
に

中
国
の
酪
農
乳
業
は
世
界
で
も
ま
れ
に
み
る
速
さ
で
成
長
し
て

い
る
。
そ
れ
は
日
本
農
業
の
優
等
生
と
さ
れ
て
き
た
酪
農
の
発
展

の
歩
み
を
辿
る
こ
と
な
く
、
一
足
飛
び
に
新
し
い
酪
農
生
産
の
あ

り
方
を
追
求
し
、
欧
米
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
酪
農
先
進
国
や
日
本
と

も
異
な
る
発
展
経
路
を
模
索
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

酪
農
先
進
国
で
は
家
族
経
営
を
基
礎
と
し
て
酪
農
産
業
が
発
展

し
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
酪
農
を
範
と
し
て
、
最
速
の
ス
ピ
ー

ド
で
成
長
を
遂
げ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
日
本
の
酪
農
も
、
家
族
経

営
の
規
模
拡
大
を
原
動
力
と
し
て
発
展
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
均

飼
養
頭
数
規
模
を
上
回
る
近
代
的
な
畜
産
部
門
と
な
っ
た
。
し
か

し
中
国
の
酪
農
は
家
族
経
営
の
枠
組
み
を
取
り
払
い
、
新
し
い
酪

農
生
産
の
主
体
を
模
索
し
て
い
る
。
む
し
ろ
そ
れ
は
養
豚
や
ブ
ロ

イ
ラ
ー
な
ど
の
よ
う
に
、
酪
農
に
も
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
な
る

竜
頭
企
業
の
発
現
を
図
る
試
行
過
程
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
そ
う

だ
。中

国
酪
農
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
二
〇
〇
八
年
の
メ
ラ
ミ
ン
混
入
事
件

を
契
機
と
し
て
大
き
く
変
化
し
た
。
二
〇
〇
八
年
以
前
は
、
家
族

酪
農
経
営
を
組
織
化
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
メ

ラ
ミ
ン
事
件
以
降
は
一
挙
に
酪
農
の
竜
頭
企
業
の
設
立
が
促
さ

れ
、
家
族
経
営
は
過
渡
的
な
生
産
主
体
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。そ

こ
で
以
下
で
は
、
最
初
に
ま
ず
中
国
酪
農
の
急
速
な
拡
大
を

跡
づ
け
、
そ
れ
を
支
え
た
「
組
織
化
さ
れ
た
酪
農
経
営
」
の
特
徴

を
整
理
す
る
。
次
に
、
メ
ラ
ミ
ン
事
件
へ
の
対
策
と
し
て
強
く
意

識
さ
れ
た
品
質
管
理
の
強
化
、
信
頼
さ
れ
る
酪
農
生
産
へ
の
転
換

内
容
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
メ
ラ
ミ
ン
混
入
事
件
に
よ
っ
て
増
幅

さ
れ
た
中
国
国
内
の
消
費
者
の
国
産
牛
乳
・
乳
製
品
へ
の
不
信
を

払
拭
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
主
な
酪
農
政
策
改
革
を
概
観
す

る
。
大
規
模
酪
農
経
営
へ
の
集
約
化
、
生
乳
流
通
の
簡
素
化
、
乳

の
品
質
規
制
の
強
化
・
安
全
性
確
保
と
い
っ
た
施
策
・
規
制
は
、

東
京
大
学
准
教
授

矢
坂

雅
充

中
国
酪
農
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中
国
酪
農
の
生
産
構
造
を
着
実
に
変
え
つ
つ
あ
る
。
次
い
で
こ
う

し
た
政
策
の
も
と
で
大
規
模
酪
農
経
営
へ
の
展
開
を
図
っ
て
い
る

酪
農
生
産
の
事
例
を
紹
介
し
、
最
後
に
生
乳
の
安
定
供
給
と
安
全

・
信
頼
性
の
確
保
を
と
も
に
満
た
す
た
め
に
、
政
府
や
乳
業
が
推

進
し
よ
う
と
し
て
い
る
生
乳
生
産
構
造
の
変
革
の
特
徴
を
整
理

し
、
そ
の
こ
と
が
投
げ
か
け
て
い
る
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し

よ
う
。

２
、
生
乳
生
産
の
拡
大
を
支
え
た
「
組
織
化
さ
れ
た

酪
農
経
営
」

中
国
の
生
乳
生
産
は
二
〇
〇
〇
年
こ
ろ
か
ら
急
速
に
拡
大
す

る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
八
二
七
万
ト
ン
と
当
時
の
日
本
の
生
乳
生

産
量
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
、直
線
的
に
増
大
し
て
、

二
〇
〇
七
年
に
は
三
、
五
二
五
万
ト
ン
と
な
っ
た
。
表
１
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
伸
び
は
驚
異
的
で
あ
り
、
近
年
の
増
加
率
は

鈍
化
傾
向
に
あ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
高
い
伸
び
を
維
持
し
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
消
費
者
の
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
牛

乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
が
と
り
わ
け
子
供
た
ち
の
成
長
に
資
す
る

健
康
食
品
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
い
う
、
中
国
に
お
け
る
牛
乳
・

乳
製
品
消
費
の
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
も
と
も
と
漢
民
族
に
は
牛

乳
・
乳
製
品
を
摂
取
す
る
習
慣
は
な
い
。
牛
乳
は
ま
っ
た
く
新
し

い
食
品
と
し
て
登
場
し
、
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

酪
農
生
産
地
域
の
構
成
も
こ
の
間
に
大
き
く
変
化
し
た
。
従
来

は
黒
竜
江
省
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地
方
が
酪

農
生
産
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
日
で
は

内
蒙
古
自
治
区
（
以
下
、
内
蒙
古
と
呼
ぶ
）
が

飛
び
抜
け
て
高
い
生
産
シ
ェ
ア
を
確
保
し
て
お

り
、
そ
の
後
に
続
く
黒
竜
江
省
と
河
北
省
は
内

蒙
古
の
生
産
乳
量
の
半
分
強
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
内
蒙
古
の
生

乳
生
産
の
拡
大
が
き
わ
め
て
急
速
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
生
乳
生
産
量
は
二
〇
〇

〇
年
の
七
九
・
八
万
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
八
年
の

九
一
二
・
二
万
ト
ン
へ
と
、
八
年
間
で
一
一
倍

以
上
も
増
加
し
て
い
る
。

表
２
で
酪
農
経
営
の
飼
養
規
模
別
乳
牛
頭
数

・
生
乳
生
産
量
を
み
る
と
、
零
細
・
小
規
模
の

酪
農
経
営
が
生
乳
生
産
の
伸
び
を
支
え
て
き
た

こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
一
〜
四
頭

規
模
の
経
営
が
生
乳
生
産
量
の
三
九
・
六
％
、

六
〜
二
〇
頭
規
模
の
経
営
が
同
じ
く
二
八
・
三

％
を
占
め
て
い
た
。
も
っ
と
も
の
ち
に
み
る
よ

う
に
、
今
日
で
も
零
細
・
小
規
模
酪
農
経
営
が

中
国
酪
農
生
産
を
支
え
て
い
る
と
い
う
構
図
は

変
わ
ら
な
い
が
、
五
〇
〇
頭
以
上
の
酪
農
経
営

の
乳
牛
飼
養
頭
数
シ
ェ
ア
が
二
〇
〇
四
年
四
・

表１ 搾乳牛頭数と生乳生産量の推移

資料：中国乳業統計資料
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九
％
、
二
〇
〇
七
年
九
・
一
％
、
二
〇
一
一
年
二
〇
・
八
％
と
な

っ
て
お
り
、
近
年
、
大
規
模
酪
農
経
営
の
シ
ェ
ア
が
急
速
に
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

で
は
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
拡
大
し
て
き
た

中
国
の
酪
農
生
産
は
、
ど
の
よ
う
な
経
営
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
（
注
１
）
。

①
酪
農
専
業
村

酪
農
専
業
村
は
乳
牛
飼
養
頭
数
が
二
〜
五
頭
程
度
の
零
細
酪
農

複
合
経
営
が
集
ま
っ
て
い
る
農
村
集
落
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
産
地

な
ど
を
中
心
に
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
村
の
中
心
部
に

は
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
や
飼
料
商
・
家
畜
商
な
ど
の
事
業
者
が
設
置

し
た
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
と
冷
却
用
の

バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
を
保
有
す
る
施
設
）
が
あ
り
、
農
民
は
日
に
二

回
、
牛
を
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
連
れ
て
い
っ
て
搾
乳
す
る
。

個
々
の
経
営
は
き
わ
め
て
零
細
規
模
で
あ
る
が
、
村
全
体
で
は

多
く
の
乳
牛
が
飼
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
酪
農
生
産
の
裾
野
の

広
が
り
と
と
も
に
生
乳
生
産
拡
大
を
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
養
殖
小
区
（
牧
場
園
区
）

共
同
利
用
施
設
と
し
て
の
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
数
十
戸
の
牛

舎
付
き
住
宅
家
屋
が
用
意
さ
れ
た
酪
農
生
産
の
分
譲
団
地
で
あ

る
。
養
殖
小
区
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
投
資
家
は
、
集
約
的
な
酪
農

団
地
を
運
営
し
、
高
品
質
の
生
乳
を
提
供
す
る
こ
と
の
対
価
と
し

て
、
入
居
者
か
ら
の
賃
料
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
料

表２ 中国の飼養規模別乳牛頭数・生乳生産量の推移
（単位：千頭、千㌧、万戸）

資料：中国乳業統計資料
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を
受
け
取
る
。
乳
業
メ
ー
カ
ー
が
自
ら
養
殖
小
区
を
建
設
し
分
譲

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

個
別
の
区
画
に
入
居
す
る
酪
農
生
産
者
は
三
〇
〜
四
〇
頭
程
度

の
乳
牛
を
飼
養
し
、
配
合
飼
料
や
サ
イ
レ
ー
ジ
を
利
用
す
る
比
較

的
規
模
の
大
き
な
酪
農
専
業
経
営
で
あ
る
。
も
っ
と
も
入
居
者
が

酪
農
経
営
を
自
ら
営
ん
で
い
る
と
は
限
ら
ず
、
雇
用
し
た
住
み
込

み
の
労
働
者
に
酪
農
生
産
を
任
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

近
代
的
な
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
牛
舎
な
ど
の
施
設
を
オ
ー
ナ

ー
が
提
供
し
、
入
居
者
は
乳
牛
飼
養
や
飼
料
製
造
に
専
念
す
る
こ

と
で
両
者
の
投
資
活
動
が
統
合
さ
れ
、
養
殖
小
区
の
多
頭
飼
養
経

営
が
実
現
し
て
い
る
。

③
大
規
模
酪
農
企
業

酪
農
専
業
村
や
養
殖
小
区
に
く
ら
べ
て
少
数
派
で
は
あ
る
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
石
炭
な
ど
の
取
引
で
巨
利
を
獲
得
し
た
投
機
家

な
ど
が
、
よ
り
安
定
的
で
持
続
性
の
あ
る
投
資
先
と
し
て
酪
農
経

営
を
位
置
づ
け
、
大
規
模
な
酪
農
企
業
を
設
立
す
る
傾
向
が
み
ら

れ
た
。
最
初
か
ら
千
頭
を
超
え
る
飼
養
頭
数
規
模
の
酪
農
経
営
で

あ
り
、
純
粋
種
の
輸
入
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
完
全
配
合
飼
料
（
Ｔ
Ｍ

Ｒ
）
を
給
餌
し
、
飼
料
設
計
、
飼
養
管
理
、
繁
殖
管
理
な
ど
に
最

新
の
酪
農
技
術
を
導
入
し
て
い
る
。
米
国
西
海
岸
地
域
の
大
規
模

酪
農
経
営
が
そ
の
ま
ま
移
植
さ
れ
た
よ
う
な
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
で
あ

る
。こ

う
し
て
酪
農
は
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
か
ら
魅
力
的
な
投

資
対
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
酪
農
経
営
へ
の
参

入
が
行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
多
く
の
農
民
が
酪
農
ブ
ー
ム
に
引
き

込
ま
れ
た
こ
と
が
、
中
国
酪
農
の
急
成
長
を
も
た
ら
し
た
。
農
民

に
と
っ
て
乳
牛
は
高
額
な
投
資
で
は
あ
っ
た
が
、
政
府
の
特
別
融

資
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
借
入
と
い
う
優
遇
策
に
惹
き
つ
け
ら

れ
て
、
時
代
の
潮
流
に
乗
り
、
高
利
益
が
期
待
さ
れ
る
酪
農
経
営

へ
と
転
じ
る
農
民
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
農
民
か
ら
投
機
家
に

い
た
る
ま
で
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
投
資
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

酪
農
は
、
ま
さ
に
酪
農
バ
ブ
ル
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
膨
張
過
程

に
あ
っ
た
。
需
給
の
ず
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
ミ
ル
ク
サ
イ
ク
ル
と

も
い
え
る
循
環
的
な
価
格
変
動
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
中
国
酪

農
は
急
成
長
を
遂
げ
て
い
っ
た
。

３
、
中
国
酪
農
・
乳
業
の
再
編

二
〇
〇
八
年
九
月
、
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
者
が
生
乳
に

加
水
し
て
、
低
下
し
た
タ
ン
パ
ク
質
の
含
有
量
を
引
き
上
げ
る
た

め
に
メ
ラ
ミ
ン
を
混
入
し
た
「
メ
ラ
ミ
ン
事
件
」
が
発
覚
し
た
。

酪
農
生
産
者
が
わ
ず
か
ば
か
り
で
も
乳
代
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し

て
加
水
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
量
に
加
水
し

て
メ
ラ
ミ
ン
で
タ
ン
パ
ク
質
を
補
う
と
い
う
健
康
被
害
を
も
た
ら

す
行
為
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
衝
撃
は
大
き
か
っ

た
。
し
か
も
メ
ラ
ミ
ン
の
混
入
は
河
北
省
の
三
鹿
乳
業
だ
け
で
な

く
、
最
大
手
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
伊
利
乳
業
や
蒙
牛
乳
業
の
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牛
乳
か
ら
も
発
見
さ
れ
た
。
乳
幼
児
に
死
者
が
出
て
、
し
か
も
広

く
生
乳
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
実
が
判
明

し
て
、
中
国
国
内
だ
け
な
く
海
外
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
乳

製
品
を
原
料
と
し
て
利
用
し
た
中
国
産
食
品
へ
の
不
安
が
高
ま
っ

た
。
中
国
産
の
牛
乳
・
乳
製
品
は
信
用
を
失
い
、
酪
農
乳
業
は
危

機
的
な
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

メ
ラ
ミ
ン
事
件
を
受
け
て
、
中
国
の
酪
農
・
乳
業
は
、
安
全
・

信
頼
性
の
確
保
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
り
、
世
界
に
例
の
な
い

メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
と
メ
ガ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
酪
農
・
乳
業
へ
と
向
か

い
つ
つ
あ
る
。
ま
た
政
府
と
乳
業
は
、
酪
農
民
・
搾
乳
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業
者
の
組
織
化
と
生
乳
生
産
・
流
通
ル
ー
ト
の
集
約
化
に

取
り
組
ん
だ
。

具
体
的
に
は
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会
「
乳
製
品
加
工
業
産
業

政
策
（
二
〇
〇
九
年
修
正
）」
に
も
と
づ
い
て
、
省
級
政
府
が
規

制
・
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。
内
蒙
古
で
は
、
①
零
細
・
小
規
模

酪
農
経
営
の
合
作
社
（
協
同
組
合
）
・
養
殖
小
区
へ
の
統
合
、
②

搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
者
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
あ
る
い
は
酪
農
生

産
者
へ
の
限
定
、
③
村
単
位
で
の
生
乳
取
引
先
乳
業
メ
ー
カ
ー
の

一
元
化
、
④
生
産
費
分
析
に
基
づ
く
生
乳
の
最
低
取
引
価
格
の
決

定
、
⑤
乳
業
メ
ー
カ
ー
あ
る
い
は
農
業
部
（
省
級
政
府
・
省
級
市

の
乳
業
協
会
な
ど
）
に
よ
る
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
監
査
が
義
務

化
さ
れ
た
（
注
２
）
。つ
ま
り
、
膨
大
な
数
の
酪
農
生
産
者
を
組
織
化

し
、
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
を
酪
農
生
産
者
・
乳
業
に
限
定

し
出
荷
先
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
を
一
つ
に
絞
り
込
む
こ
と
で
、
生
乳

生
産
・
流
通
ル
ー
ト
を
集
約
し
、
政
府
や
乳
業
に
よ
る
監
査
の
実

効
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
。

広
大
な
国
の
各
地
に
登
場
し
た
零
細
多
数
の
酪
農
経
営
を
政
府

が
く
ま
な
く
監
査
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
乳
業
メ

ー
カ
ー
に
取
引
先
の
酪
農
経
営
の
衛
生
管
理
を
監
査
さ
せ
て
、
そ

の
実
効
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
よ
う
。
乳
業
メ
ー
カ
ー

は
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
監
査
の
た
め
に
職
員
を
派
遣
し
常

駐
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
監
査
官
は
搾
乳
設
備
の
衛

生
管
理
、
搾
乳
作
業
、
獣
医
薬
の
保
管
管
理
な
ど
を
日
々
監
査
す

る
た
め
に
牧
場
を
巡
回
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
事
故
・
ト
ラ

ブ
ル
の
発
生
リ
ス
ク
が
考
慮
さ
れ
て
、
小
規
模
酪
農
経
営
へ
の
監

査
基
準
は
厳
し
く
適
用
さ
れ
、
大
規
模
酪
農
経
営
へ
の
監
査
は
簡

略
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
の
で
、
当
然
な
が
ら
乳
業
に
と

っ
て
大
規
模
酪
農
企
業
、
さ
ら
に
は
直
営
牧
場
と
の
生
乳
取
引
の

方
が
有
利
と
な
っ
た
。
逆
に
、
零
細
な
酪
農
専
業
村
な
ど
は
取
引

乳
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
実
質
的
な
集
乳
拒
否
を
受
け
て
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

乳
業
メ
ー
カ
ー
は
監
査
が
困
難
な
零
細
酪
農
経
営
か
ら
の
生
乳

調
達
を
避
け
、
信
頼
で
き
る
大
規
模
酪
農
企
業
、
で
き
れ
ば
自
社

の
直
営
牧
場
か
ら
の
か
ら
の
受
乳
量
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
に
な

っ
た
。
内
蒙
古
で
は
酪
農
経
営
は
少
な
く
と
も
三
〇
〇
頭
以
上
の

飼
養
規
模
で
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
と
言
わ
れ
、
五
○
○
頭
以
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上
の
大
規
模
酪
農
企
業
が
急
増
し
て
い
る
。
乳
業
メ
ー
カ
ー
も

二
、
〇
〇
〇
〜
一
〇
、
〇
〇
〇
頭
規
模
の
直
営
牧
場
を
増
や
し
て

い
る
。

乳
業
も
生
乳
や
牛
乳
・
乳
製
品
の
検
査
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
新
た
な
投
資
に
対
応
で
き
な
い
多
く
の

中
小
乳
業
が
廃
業
し
た
。
徹
底
し
た
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
た
め
に
は
、
検
査
設
備
機
器
へ
の
多
額
の
投
資
や
正
確
な
作

業
工
程
管
理
、
従
業
員
の
規
範
管
理
・
教
育
が
前
提
と
な
る
。
こ

う
し
た
前
提
条
件
を
整
え
ら
れ
な
い
零
細
乳
業
メ
ー
カ
ー
は
姿
を

消
し
、
大
規
模
乳
業
メ
ー
カ
ー
へ
の
再
編
が
進
む
こ
と
と
な
っ

た
。国

内
の
消
費
者
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
不
信
の
目
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
中
国
の
酪
農
・
乳
業
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
監
査

す
る
立
場
に
あ
る
中
央
政
府
・
省
級
政
府
に
と
っ
て
、
二
〇
〇
八

年
は
仕
切
り
直
し
の
年
と
な
っ
た
。
旺
盛
な
牛
乳
・
乳
製
品
需
要

の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
に
自
由
で
多
様
な
事
業
展
開
に
委
ね
ら

れ
て
発
展
し
て
き
た
酪
農
産
業
は
、
一
転
し
て
法
規
制
に
よ
る
取

引
ル
ー
ル
の
明
確
化
、
乳
業
に
よ
る
酪
農
経
営
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

強
化
、
大
規
模
酪
農
企
業
へ
の
支
援
拡
大
へ
と
転
換
し
た
。

そ
れ
だ
け
メ
ラ
ミ
ン
事
件
の
影
響
は
甚
大
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

政
府
が
積
極
的
に
肩
入
れ
し
て
振
興
し
て
き
た
酪
農
・
乳
業
が
安

全
・
信
頼
性
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
責
任

の
矛
先
は
政
府
に
も
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
メ
ラ
ミ

ン
混
入
の
お
そ
れ
の
あ
る
商
品
が
世
界
各
地
に
出
回
り
、
中
国
の

酪
農
乳
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
食
品
産
業
分
野
へ
の
信
頼
も
揺

ら
ぐ
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
酪
農
・
乳
業
の
構
造
改
革

は
、
国
内
外
か
ら
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
注
３
）。

４
、
中
国
の
大
規
模
酪
農
企
業

中
国
で
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
大
規
模
酪
農
企
業
は
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
二
年
八
月
に
筆
者

が
訪
れ
た
内
蒙
古
の
酪
農
生
産
組
織
・
企
業
の
な
か
か
ら
い
く
つ

か
の
事
例
を
紹
介
し
て
大
規
模
酪
農
企
業
の
状
況
を
ス
ケ
ッ
チ
し

て
み
た
い
。

（
１
）
Ａ
養
殖
小
区

Ａ
養
殖
小
区
（
牧
場
園
区
）
に
は
一
一
〇
頭
規
模
の
小
区
が
二

八
設
け
ら
れ
て
お
り
、
入
居
す
る
二
八
戸
の
生
産
者
が
全
体
で
成

牛
五
三
〇
頭
（
う
ち
搾
乳
牛
二
八
〇
頭
）
を
飼
養
し
て
い
る
。

こ
の
養
殖
小
区
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
合
作
社
に
も
似
た
養
殖

小
区
の
協
同
経
営
を
個
人
経
営
の
小
区
へ
と
転
換
し
た
こ
と
で
あ

る
。
一
九
九
九
年
に
近
く
の
村
で
酪
農
経
営
を
始
め
、
二
〇
〇
九

年
に
蒙
牛
が
小
区
を
建
設
し
た
と
き
に
、
七
人
の
共
同
出
資
で
小

区
を
購
入
し
た
。
そ
の
後
、
他
の
六
人
の
出
資
を
年
賦
で
買
い
取

っ
て
単
独
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
現
在
、
乳
牛
五
〇
頭
を
飼
養
す
る

小
区
で
最
大
規
模
の
酪
農
経
営
者
と
な
っ
て
い
る
。

������������������������������ 中国酪農の変貌

４４



第
二
に
、
飼
料
改
善
へ
の
試
み
で
あ
る
。
養
殖
小
区
に
ミ
キ
サ

ー
を
設
置
し
、
粗
飼
料
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
・
葉
、
ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
、
羊
草
）
と
サ
イ
レ
ー
ジ
、
濃
厚
飼
料
を
配
合
し
て
Ｔ
Ｍ

Ｒ
に
近
い
飼
料
を
製
造
し
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
自
給
し
、

余
剰
サ
イ
レ
ー
ジ
を
販
売
す
る
一
方
で
、
粗
飼
料
（
羊
草
と
ア
ル

フ
ァ
ル
フ
ァ
）
と
濃
厚
飼
料
を
購
入
し
て
い
る
。
購
入
飼
料
で
飼

料
の
品
質
を
改
善
し
て
、
一
頭
あ
た
り
の
年
間
泌
乳
量
を
平
均

六
、
〇
〇
〇
㎏
／
頭
に
引
き
上
げ
、
搾
乳
牛
一
頭
で
一
日
あ
た
り

一
〇
㎏
の
生
乳
に
相
当
す
る
三
〇
元
の
手
取
り
収
入
を
見
込
ん
で

い
る
。
た
だ
し
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
が
よ
く
な
い
う
え
に
濃
厚

飼
料
価
格
が
高
騰
し
て
、
今
後
の
酪
農
経
営
に
不
安
を
募
ら
せ
て

い
る
。

第
三
に
、
生
乳
取
引
価
格
水
準
の
改
善
で
あ
る
。
養
殖
小
区
の

飼
養
頭
数
・
泌
乳
量
の
増
加
を
促
し
、
現
在
の
出
荷
乳
量
規
模
に

見
合
っ
た
三
元
／
㎏
と
い
う
乳
価
を
確
保
し
て
い
る
。
も
し
出
荷

乳
量
の
少
な
い
養
殖
小
区
に
と
ど
ま
っ
て
い
れ
ば
、
取
引
乳
価
は

さ
ら
に
低
く
な
り
、
小
区
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
監
査
の
受
け
入
れ
で
あ
る
。

生
乳
出
荷
先
の
蒙
牛
乳
業
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
若
い
監
査
官

が
、
搾
乳
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
衛
生
管
理
と
獣
医
薬
・
抗
生
物
質
の

管
理
を
監
査
し
て
い
る
。
監
査
官
は
基
本
的
に
獣
医
師
に
付
き
添

っ
て
、
獣
医
薬
の
利
用
状
況
な
ど
を
み
て
い
る
。
と
く
に
専
門
的

な
作
業
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
乳
業
が
養
殖
小
区
に
職

員
を
常
駐
さ
せ
て
法
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
生
乳
生
産
管
理
の

責
任
は
乳
業
が
負
っ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。伊

利
乳
業
や
蒙
牛
乳
業
の
地
元
で
あ
る
内
蒙
古
で
は
、
よ
り
大

規
模
な
酪
農
企
業
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
き
て
お
り
、
酪
農
専
業

村
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
養
殖
小
区
も
い
ず
れ
消
え
て
し
ま
う
経

営
形
態
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
養
殖
小
区
の
入
居

者
は
基
本
的
に
独
立
経
営
者
で
あ
り
、
飼
料
製
造
や
飼
養
管
理
に

つ
い
て
乳
業
メ
ー
カ
ー
や
オ
ー
ナ
ー
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
た
と
し
て
も
、
入
居
者
が
そ
れ
に
従
っ
て
酪
農
生
産
の
改
善
を

は
か
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
養
殖
小
区
全
体
の
乳
量
増

加
・
乳
質
改
善
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
オ
ー
ナ
ー
が
入
居
者

の
乳
牛
を
買
い
取
っ
て
、
酪
農
生
産
を
統
合
し
て
い
く
し
か
な

い
。
Ａ
養
殖
小
区
の
オ
ー
ナ
ー
は
酪
農
経
営
と
し
て
生
き
残
る
た

め
に
酪
農
企
業
化
へ
の
展
開
を
企
て
て
お
り
、
養
殖
小
区
が
過
渡

的
な
経
営
形
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

（
２
）
Ｂ
牧
場

Ｂ
牧
場
は
二
〇
〇
三
年
に
政
府
の
支
援
を
受
け
て
建
設
さ
れ

た
。
現
在
の
乳
牛
飼
養
頭
数
は
五
四
〇
頭
（
う
ち
成
牛
は
三
〇
〇

頭
）、乳
量
五
ト
ン
／
日
、
従
業
員
二
二
名
で
、
近
年
多
数
設
立
さ

れ
て
い
る
大
規
模
牧
場
の
典
型
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
牧
場
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
、
購
入
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飼
料
へ
の
依
存
の
高
ま
り
で
あ
る
。
Ａ
養
殖
小
区
と
同
様
に
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
で
サ
イ
レ
ー
ジ
用
コ
ー
ン
は
自
給
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
羊
草
（
シ
リ
ン
ゴ
ル
産
）、ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
（
ア
メ
リ
カ

産
）
と
い
っ
た
粗
飼
料
と
濃
厚
飼
料
は
す
べ
て
購
入
さ
れ
て
い

る
。第

二
に
、
出
荷
乳
量
の
拡
大
に
よ
る
取
引
乳
価
の
引
き
上
げ
で

あ
る
。
自
社
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
乳
業
工
場
へ
生
乳
を

直
接
搬
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
出
荷
乳
量
が
日
量
五
ト
ン

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
取
引
乳
価
は
三
・
七
元
／

㎏
と
な
っ
た
。
乳
価
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
出
荷
乳
量
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
に
、
従
業
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
に
囲
ま
れ
た
酪
農
企
業
で
の
勤
務
は
、
自

宅
か
ら
の
通
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
た
い
て
い
は
住
み
込

み
に
な
る
。
若
い
人
は
市
街
地
か
ら
離
れ
、
娯
楽
の
な
い
牧
場
で

働
こ
う
と
し
な
く
な
っ
て
お
り
、
多
少
給
料
が
低
く
て
も
市
街
地

で
の
勤
務
を
希
望
す
る
人
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
。
労
働
力
需

給
が
タ
イ
ト
に
な
り
労
賃
が
上
昇
し
て
い
る
状
況
で
は
、
酪
農
従

事
は
社
会
的
に
よ
り
低
く
み
な
さ
れ
、
労
働
意
欲
が
削
が
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
酪
農
生
産
に
通
じ
た
従
業
員
を
確
保
す
る
こ
と

は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

第
四
に
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
監
査
の
簡
略
化
で
あ
る
。
生

乳
の
出
荷
先
で
あ
る
蒙
牛
乳
業
の
監
査
官
が
と
き
ど
き
牧
場
を
訪

れ
、
衛
生
的
乳
質
や
獣
医
薬
の
使
用
・
保
管
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
が
、
と
く
に
問
題
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
酪
農
企
業
の
自
主

点
検
に
任
せ
て
い
る
。
大
規
模
酪
農
企
業
は
乳
業
に
と
っ
て
手
間

の
か
か
ら
な
い
効
率
的
な
生
乳
集
荷
先
と
な
っ
て
い
る
。

政
策
的
に
支
援
を
受
け
て
多
数
設
立
さ
れ
て
き
た
大
規
模
酪
農

企
業
は
、
た
し
か
に
優
良
な
乳
牛
と
施
設
を
備
え
て
い
る
も
の

の
、適
正
な
技
術
や
管
理
が
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。今
後
、

ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
淘
汰
が
進
む
と
い
わ
れ
て
い
る
所
以
で
あ

る
。

（
３
）
Ｃ
牧
場

Ｃ
牧
場
は
乳
業
メ
ー
カ
ー
直
営
の
子
会
社
で
、
純
粋
種
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
成
牛
三
、
〇
〇
〇
頭
規
模
、
従
業
員
一
〇
〇
名
あ
ま
り

の
大
規
模
酪
農
施
設
で
あ
る
。
飼
養
管
理
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
た

め
に
、
子
牛
・
育
成
牛
は
別
の
専
門
牧
場
で
飼
養
さ
れ
て
お
り
、

出
産
時
期
が
近
づ
い
た
初
任
牛
が
牧
場
に
送
ら
れ
て
く
る
搾
乳
専

門
牧
場
で
あ
る
。

Ｃ
牧
場
の
特
徴
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
強
い
本
社
の

経
営
権
限
で
あ
る
。
酪
農
企
業
は
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
資
金
繰
り
、
乳
牛
調
達
、
飼
料
購
入
だ
け
で
な
く
、
牛

舎
の
設
計
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
配
合
設
計
や
乳
牛
の
飼
養
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
も
す
べ
て
本
社
で
あ
る
乳
業
が
責
任
を
持
っ
て
い

る
。
酪
農
企
業
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
酪
農
生
産
を
行
っ
て
お

り
、
乳
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
必
要
は
な
く
、
こ
の
規
模
で
あ
れ
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ば
四
元
／
㎏
を
上
回
る
と
い
う
取
引
乳
価
も
、
本
社
の
経
営
判
断

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。

第
二
に
、
高
品
質
の
生
乳
の
大
規
模
生
産
が
実
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
一
頭
あ
た
り
泌
乳
量
は
平
均
二
六
・
三
㎏
／
日

で
、
出
荷
乳
量
は
日
量
五
〇
ト
ン
程
度
に
な
る
。
脂
肪
率
四
・
三

％
、
タ
ン
パ
ク
三
・
六
％
、
細
菌
数
二
万
、
体
細
胞
一
六
万
で
、

乳
成
分
・
衛
生
的
品
質
は
日
本
の
酪
農
と
遜
色
は
な
い
。

第
三
に
、
購
入
飼
料
へ
の
依
存
で
あ
る
。
濃
厚
飼
料
（
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
大
豆
粕
、
綿
実
、
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
）、粗
飼
料
（
ア
メ
リ

カ
産
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、
羊
草
）、自
社
で
製
造
す
る
サ
イ
レ
ー
ジ

用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
購
入
さ
れ
る
。

第
四
に
、
大
規
模
な
糞
尿
処
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
糞
尿
は
ス

ラ
リ
ー
タ
ン
ク
か
ら
広
大
な
ラ
グ
ー
ン
に
流
さ
れ
て
処
理
さ
れ
、

年
に
二
回
、
近
隣
の
農
家
に
販
売
さ
れ
る
。
膨
大
な
量
の
糞
尿
が

排
出
さ
れ
る
の
で
、
細
か
な
対
応
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

第
五
に
、
乳
業
直
営
牧
場
の
急
速
な
増
加
で
あ
る
。
Ｃ
牧
場
の

本
社
直
営
牧
場
は
、
二
〇
一
二
年
八
月
現
在
、
全
国
で
二
二
牧
場

あ
り
、
総
飼
養
頭
数
は
五
一
、
〇
〇
〇
頭
と
な
る
。
二
〇
一
三
年

に
は
さ
ら
に
三
二
牧
場
が
増
設
さ
れ
る
予
定
で
、
乳
業
の
直
営
大

規
模
牧
場
が
中
国
の
酪
農
生
産
を
支
え
る
重
要
な
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
政
府
・
乳
業
に
よ
っ
て
後
押
し
さ
れ
て
い
る
酪
農
企

業
の
大
規
模
化
が
も
た
ら
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
整
理
し

て
み
よ
う
。

一
つ
は
、
酪
農
企
業
の
規
模
に
よ
る
取
引
乳
価
の
格
差
の
広
が

り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
八
戸
の
酪
農
分
譲
団
地
で
あ
る
Ａ
養

殖
小
区
（
一
戸
あ
た
り
平
均
成
牛
飼
養
頭
数
二
〇
頭
弱
）
の
二
〇

一
二
年
当
時
の
取
引
乳
価
は
三
元
／
㎏
（
約
四
五
円
／
㎏
）、Ｂ
牧

場
（
成
牛
飼
養
頭
数
三
〇
〇
頭
）
で
は
三
・
七
元
／
㎏
（
約
五
六

円
／
㎏
）、Ｃ
乳
業
直
営
牧
場
（
同
、
三
、
〇
〇
〇
頭
）
で
は
四
・

〇
一
元
／
㎏
（
約
六
〇
円
／
㎏
）
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
養
殖
小
区

よ
り
も
出
荷
乳
量
が
少
な
い
酪
農
専
業
村
の
乳
価
は
三
元
／
㎏

（
四
五
円
／
㎏
）
以
下
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

集
乳
経
費
や
出
荷
乳
量
規
模
が
重
視
さ
れ
て
設
定
さ
れ
て
き
た

取
引
乳
価
は
、
乳
成
分
や
生
菌
数
、
体
細
胞
な
ど
の
生
乳
の
衛
生

的
・
成
分
的
品
質
や
搾
乳
施
設
の
衛
生
管
理
状
態
が
反
映
さ
れ
て

決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
規
模
酪
農
企
業
で
は
高
品
質
の

濃
厚
飼
料
・
粗
飼
料
を
購
入
し
て
い
る
の
で
、
生
乳
の
成
分
的
な

品
質
は
高
い
。
多
額
の
投
資
を
行
っ
て
近
代
的
な
酪
農
生
産
設
備

・
機
械
が
導
入
さ
れ
て
い
て
、
生
乳
の
衛
生
的
品
質
も
一
般
的
に

高
い
と
い
っ
て
よ
い
。
大
規
模
酪
農
企
業
ほ
ど
よ
り
高
い
乳
価
を

獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
小
規
模
の
酪
農
専
業
村
・
養
殖
小
区

の
取
引
乳
価
と
の
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
。
高
い
取
引
乳
価
を
実

現
す
る
た
め
に
は
資
本
集
約
的
な
大
規
模
酪
農
企
業
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ま
す
ま
す
家
族
経
営
的
な
酪
農
生
産
は
淘
汰
さ
れ
て
い
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く
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
は
、
飼
料
の
質
的
な
変
化
で
あ
る
。
零
細
規
模
の
酪
農
経

営
で
は
、
こ
れ
ま
で
周
辺
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
茎
・
葉
を
裁
断
し
て
乳
牛
の
飼
料
と
し
て
き
た
。
乳
牛
の
泌

乳
量
は
低
い
も
の
の
、
地
域
の
未
利
用
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
飼

料
費
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
大
規
模
酪
農
企
業
の
乳
牛
は
輸
入
さ
れ
た
純
粋
種
の

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
高
い
泌
乳
能
力
に
応
じ
た

高
栄
養
価
の
飼
料
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ

レ
ー
ジ
は
自
社
で
製
造
す
る
も
の
の
、
そ
の
原
料
と
な
る
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
周
辺
地
域
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
家
か
ら
購
入
す
る
こ
と

に
な
る
。
濃
厚
飼
料
や
粗
飼
料
は
す
べ
て
購
入
さ
れ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
綿
実
、
大
豆
粕
の
飼
料
用
需
要
を
押
し
上
げ
、
ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
な
ど
の
乾
牧
草
輸
入
も
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
酪
農
生
産
の

大
規
模
化
と
と
も
に
購
入
飼
料
へ
の
依
存
度
が
高
ま
り
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
飼
料
需
要
が
い
っ
そ
う
増
大
し
て
い
る
。

三
つ
は
、
雇
用
の
場
と
し
て
の
酪
農
企
業
の
低
い
評
価
で
あ

る
。
若
い
人
は
酪
農
企
業
で
働
く
こ
と
を
好
ま
な
く
な
っ
て
い

る
。
大
規
模
酪
農
企
業
は
都
市
部
か
ら
離
れ
た
農
業
地
域
に
立
地

し
て
お
り
、
単
身
住
み
込
み
で
休
暇
も
少
な
い
酪
農
企
業
は
魅
力

的
な
就
職
先
で
は
な
い
。

乳
業
直
営
牧
場
で
あ
る
Ｃ
牧
場
も
牧
場
内
の
従
業
員
住
宅
に
娯

楽
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
併
設
し
て
、
若
者
の
酪
農
離
れ
を
防
ご
う

と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
若
い
人
は
技
術
職
・
管
理
職
を
望
み
、

牛
の
飼
養
管
理
な
ど
の
作
業
員
は
高
齢
者
が
担
っ
て
い
る
。
多
く

の
人
が
酪
農
を
有
望
な
投
資
先
と
し
て
考
え
、
酪
農
経
営
に
参
入

し
従
事
し
て
い
っ
た
十
年
ほ
ど
前
の
投
資
熱
は
今
は
な
い
。

四
つ
は
、
大
規
模
酪
農
企
業
の
経
営
リ
ス
ク
の
高
ま
り
で
あ

る
。
数
千
頭
の
乳
牛
の
糞
尿
処
理
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
、
口
蹄

疫
な
ど
の
疾
病
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
被
害
、
国
際
的
な
穀
物

価
格
変
動
に
よ
る
飼
料
購
入
価
格
の
変
動
な
ど
、
経
営
規
模
拡
大

が
も
た
ら
す
新
た
な
経
営
リ
ス
ク
も
加
速
度
的
に
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
フ
ォ
ン
テ
ラ
農
協
が
中
国
で
経
営
す
る

大
規
模
酪
農
企
業
へ
の
評
価
が
高
い
の
は
、
酪
農
生
産
シ
ス
テ
ム

の
安
定
性
、
規
模
拡
大
に
と
も
っ
た
増
大
す
る
経
営
リ
ス
ク
へ
の

迅
速
な
対
応
に
秀
で
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
フ
ォ
ン
テ
ラ

は
二
〇
一
二
年
現
在
、
中
国
に
五
つ
の
牧
場
を
設
け
、
一
・
八
万

頭
の
乳
牛
を
飼
養
し
四
・
八
万
ト
ン
の
生
乳
を
供
給
し
て
い
る
。

乳
業
直
営
牧
場
な
ど
の
大
規
模
酪
農
企
業
は
、
大
規
模
飼
養
に

対
応
し
た
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
や
経
営
リ
ス
ク
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五
つ
は
、
大
規
模
酪
農
企
業
の
い
っ
そ
う
の
統
廃
合
・
再
編
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
政
府
の
補
助
を
受
け
て
五
〇
〇
頭
規

模
の
酪
農
企
業
が
各
地
で
設
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
最
新
の

設
備
や
機
械
を
保
有
し
て
い
る
も
の
の
、
講
習
会
や
本
で
得
た
知
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識
で
酪
農
経
営
を
始
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
乳
牛
の
疾
病
な
ど
で

経
営
が
破
綻
し
て
い
る
酪
農
企
業
も
少
な
く
な
い
。
経
営
破
綻
に

陥
っ
て
も
、
政
府
の
補
助
を
受
け
て
導
入
し
た
乳
牛
や
設
備
な
ど

の
資
産
を
売
却
す
れ
ば
、
当
初
の
投
資
額
を
上
回
る
利
益
を
確
保

し
う
る
場
合
も
多
い
。
政
府
の
手
厚
い
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ

て
い
る
大
規
模
酪
農
企
業
の
な
か
に
も
、
泡
の
よ
う
に
表
れ
消
え

て
い
く
も
の
が
多
い
に
ち
が
い
な
い
。

５
、
お
わ
り
に

中
国
で
は
家
族
酪
農
経
営
は
着
実
に
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
大
規

模
酪
農
企
業
に
よ
る
酪
農
生
産
ブ
ー
ム
を
迎
え
て
い
る
。
牛
乳
・

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
中
心
に
し
て
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
は
、
今
後
農

村
部
で
も
増
加
し
て
い
く
と
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し

て
国
内
の
酪
農
生
産
は
拡
大
を
続
け
る
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。

中
国
各
地
で
次
々
に
設
立
さ
れ
て
い
る
大
規
模
酪
農
企
業
は
、

メ
ラ
ミ
ン
事
件
で
信
用
を
失
っ
た
牛
乳
・
乳
製
品
の
安
全
・
信
頼

性
を
取
り
戻
し
、
今
後
の
需
要
拡
大
に
も
応
え
て
い
く
た
め
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
酪
農
が

五
〇
年
あ
ま
り
の
年
月
を
か
け
て
、
零
細
な
副
業
的
な
家
族
酪
農

経
営
か
ら
飼
養
頭
数
が
一
〇
〇
頭
を
超
え
る
よ
う
な
大
規
模
家
族

農
経
営
や
さ
ら
に
大
規
模
な
法
人
酪
農
経
営
を
担
い
手
と
す
る
よ

う
に
変
化
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
中
国
は
わ
ず
か
十
数
年
で
大

規
模
酪
農
企
業
・
酪
農
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
を
中
核
と
す
る
酪
農
生
産

を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
酪
農
は
一
挙
に
日
本
が
こ
れ

ま
で
に
辿
っ
て
き
た
途
を
飛
び
越
え
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
中
国
酪
農
の
変
貌
は
多
く
の
新
し
い
課
題
を
突
き
つ

け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
酪
農
経
営
の
規
模
拡
大
と
と
も
に
、
中

国
の
酪
農
生
産
も
日
本
と
同
様
に
輸
入
粗
飼
料
を
含
め
て
購
入
飼

料
依
存
型
の
経
営
に
転
換
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
飼
料
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
市
場

へ
の
影
響
も
大
き
く
な
る
。
糞
尿
処
理
に
代
表
的
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
畜
産
に
よ
る
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
深
刻
に
な
っ
て
い
く

だ
ろ
う
。
現
状
で
は
大
規
模
酪
農
企
業
が
持
続
的
に
安
定
的
な
生

乳
生
産
を
担
っ
て
い
く
と
単
純
に
展
望
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に

な
い
。
牛
乳
・
乳
製
品
の
安
全
・
信
頼
性
確
保
へ
の
関
心
の
高
ま

り
を
、
中
国
政
府
・
乳
業
は
酪
農
経
営
の
規
模
拡
大
で
解
決
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
大
規
模
酪
農
企

業
に
即
し
た
生
産
・
経
営
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
も
判
明
し
て
き
て
い
る
。

そ
れ
で
も
中
国
の
酪
農
が
家
族
酪
農
経
営
に
基
礎
を
置
く
酪
農

生
産
か
ら
脱
却
し
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
や
養
豚
に
お
け
る
竜
頭
企
業
の

発
展
を
参
照
し
て
、
歴
史
に
例
の
な
い
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
主
体
の
酪

農
に
発
展
の
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
注

目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
二
一
世
紀
の
酪
農
の
大
き
な
実
験
と
い
う
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
酪
農
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
と
き
、

中
国
酪
農
の
動
向
は
重
要
な
参
照
情
報
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
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（
注
１
）
詳
し
く
は
、
矢
坂
雅
充
「
内
蒙
古
の
酪
農
現
場
に
て
」（
農
畜
産

業
振
興
機
構
『
中
国
の
酪
農
と
牛
乳
・
乳
製
品
市
場
』
農
林
統
計
出
版
、

二
〇
一
〇
年
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
注
２
）
烏
雲
塔
娜
ほ
か
（
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
注
３
）
烏
雲
塔
娜
ほ
か
に
よ
れ
ば
、
生
乳
の
成
分
取
引
基
準
（
タ
ン
パ

ク
質
含
有
値
二
・
九
五
％
、
乳
脂
肪
三
・
一
％
）
に
も
と
づ
く
成
分
格
差

別
乳
価
制
度
の
運
用
が
、
メ
ラ
ミ
ン
事
件
後
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
。
基

準
値
を
上
回
る
生
乳
に
は
品
質
格
差
金
が
付
加
さ
れ
る
も
の
の
、
下
回
る

場
合
に
は
取
引
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
タ
ン
パ
ク
質
含
有

値
の
低
下
へ
の
恐
れ
を
増
幅
さ
せ
て
い
た
。
乳
業
は
成
分
格
差
別
乳
価
制

度
を
改
定
し
、
基
準
値
以
下
の
生
乳
に
も
取
引
乳
価
を
設
定
し
て
購
入
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

参
照
文
献

烏
雲
塔
娜
・
福
田
晋
（
二
〇
〇
九
）「
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
牛
乳
の
流
通

構
造
と
取
引
形
態
の
多
様
化
」『
九
大
農
学
芸
誌
』
六
四
一
二

烏
雲
塔
娜
・
福
田
晋
・
森
高
正
博
（
二
〇
一
一
）「
メ
ラ
ミ
ン
問
題
を
契
機

と
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
生
乳
取
引
構
造
の
変
化
」『
農
業
市
場
研

究
』
二
〇
一
三

新
川
俊
一
・
岡
田
岬
（
二
〇
一
二
）「
変
貌
す
る
中
国
の
酪
農
・
乳
業
〜
メ

ラ
ミ
ン
事
件
以
降
の
情
勢
の
変
化
と
今
後
の
展
望
〜
」『
畜
産
の
情
報
』

農
畜
産
業
振
興
機
構
編
（
二
〇
一
〇
）『
中
国
の
酪
農
と
牛
乳
・
乳
製
品
市

場
』
農
林
統
計
出
版

平
石
康
久
（
二
〇
一
一
）「
二
〇
〇
九
年
以
降
の
中
国
の
畜
産
物
需
給
の
現

状
」『
畜
産
の
情
報
』

矢
坂
雅
充
（
二
〇
〇
八
）「
中
国
、
内
モ
ン
ゴ
ル
酪
農
素
描
―
酪
農
バ
ブ
ル

と
酪
農
生
産
の
担
い
手
の
変
容
―
」『
畜
産
の
情
報
』

������������������������������ 中国酪農の変貌
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１
、
は
じ
め
に：
ア
フ
リ
カ
の
農
業
へ
の
認
識

去
る
六
月
に
横
浜
で
開
か
れ
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
（T
ok
y
o
In
ter

n
ation

al
C
on
feren

ce
on
A
frican

D
ev
elop
m
en
t：

ア
フ
リ

カ
会
議
）
�
で
は
、
ア
フ
リ
カ
最
大
の
経
済
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
農

業
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
横
浜
行
動
計

画
二
〇
一
三－

二
〇
一
七
」
は
、
ア
フ
リ
カ
が
「
農
業
従
事
者
を

成
長
の
主
人
公
に
」
据
え
て
農
業
生
産
の
増
大
と
農
業
生
産
性
の

向
上
を
図
り
、
自
給
的
農
業
か
ら
「
儲
か
る
農
業
（farm

in
g
as

b
u
sin
ess

）」
へ
の
移
行
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
支
援
の
重
点

分
野
と
し
た﹇
２
﹈。こ
の
よ
う
な
国
際
的
支
援
が
行
わ
れ
る
背
景

と
し
て
、
高
収
量
品
種
と
化
学
肥
料
の
投
入
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
と
、
生
産
・
流
通
の
組
織
化
を
伴
う
農
業
の
「
近
代
化
」（
い
わ

ゆ
る
「
緑
の
革
命
」）
を
未
だ
に
達
成
し
て
い
な
い
ア
フ
リ
カ
は

食
糧
生
産
力
が
欠
如
し
、
そ
れ
が
食
糧
価
格
高
騰
・
輸
入
負
担
を

招
き
、
開
発
と
貧
困
削
減
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
共
有

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
多
く
の
ア
フ
リ
カ
の
人
々
は
今
日
も
「
近
代
化

さ
れ
て
い
な
い
農
業
」
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
農
業

の
担
い
手
で
あ
り
、
農
産
物
の
消
費
者
で
も
あ
る
農
村
住
民
に
焦

点
を
当
て
、
彼
ら
の
暮
ら
し
全
体
の
中
で
農
業
の
意
義
を
捉
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
農
業
近
代
化
は
マ
ク
ロ
レ

ベ
ル
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
か
も
し
れ
な
い
一
方
、
ミ
ク
ロ

レ
ベ
ル
の
多
様
性
を
減
少
さ
せ
得
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か

ら
、
筆
者
は
ケ
ニ
ア
の
辺
境
農
村
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ

て
き
た
。

２
、
ケ
ニ
ア
の
農
業：

低
迷
と
格
差

ケ
ニ
ア
は
、
一
九
六
三
年
に
独
立
し
て
以
来
、
西
側
諸
国
か
ら

の
援
助
を
受
け
、
七
〇
年
代
初
め
ま
で
年
六
％
を
超
え
る
高
い
経

済
成
長
率
を
達
成
し
「
ア
フ
リ
カ
の
優
等
生
」
と
呼
ば
れ
た
。
た

だ
し
、
主
食
で
あ
る
メ
イ
ズ
（
白
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の
増
産
は
部

分
的
で
あ
っ
た
﹇
９
﹈。ケ
ニ
ア
の
穀
物
土
地
生
産
性
は
一
九
六
一

年
の
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
一
二
四
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
二
〇
〇

ケ
ニ
ア
の
自
給
的
農
業

辺
境
農
村
の
三
つ
の
「
多
様
性
」

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

伊
藤

紀
子

シリーズ“世界の食料と農業⑫”

５１



九
年
の
一
二
〇
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
低
下
し
、
メ
イ
ズ
の
生
産
性

は
そ
の
間
一
二
五
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
二
九
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ

と
あ
ま
り
上
昇
し
な
か
っ
た
﹇
８
﹈。政
府
の
農
業
部
門
へ
の
支
出

額
の
対
総
出
比
も
、
一
九
七
二
年
の
九
％
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
は

三
％
に
落
ち
込
ん
だ
﹇
１０
﹈。

国
内
の
格
差
も
大
き
い
。
農
業
開
発
は
、
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら

北
西
部
に
か
け
て
広
が
る
、
降
雨
・
土
壌
条
件
に
恵
ま
れ
た
高
原

地
域
で
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
地
域
は
、
植
民
地
期
に
多
く

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
入
植
し
た
た
め
「
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
イ
ラ
ン

ド
」
と
呼
ば
れ
る
。
独
立
後
も
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
輸
出
向

け
農
業
に
対
す
る
保
護
政
策
が
継
続
さ
れ
、
ケ
ニ
ア
農
業
研
究
機

関
（K

en
y
a
A
g
ricu
ltu
ral
R
esearch

In
stitu
te
:
K
A
R
I

）
や

ケ
ニ
ア
種
子
会
社
（K

en
y
a
S
eed

C
om
p
an
y

）
が
中
心
に
開

発
し
た
メ
イ
ズ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
普
及
の
た
め
、
補
助
金
給

付
、
融
資
、
技
術
指
導
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
優
先
的
に
行

わ
れ
た
１

。
他
方
、
そ
の
他
の
地
域
は
等
閑
視
さ
れ
、
農
業
生
産

は
不
安
定
で
、
し
ば
し
ば
旱
魃
に
み
ま
わ
れ
て
き
た
﹇
１１
﹈。以
下

で
は
、「
開
発
が
遅
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
き
た
地
域
で
営
ま
れ
て

い
る
農
業
の
実
態
や
意
義
に
つ
い
て
、
事
例
を
通
じ
て
考
察
す

る
。

３
、
ケ
ニ
ア
辺
境
農
村
の
農
業
と
人
々
の
暮
ら
し

ケ
ニ
ア
最
西
部
に
位
置
し
、
ウ
ガ
ン
ダ
と
の
国
境
に
近
い
ブ
ニ

ャ
ラ
（B

u
n
y
ala

）
県
で
は
、
人
口
の
約
七
割
が
貧
困
層
に
あ
り
、

八
割
が
自
給
的
農
業
に
従
事
す
る
﹇
６
﹈。ビ
ク
ト
リ
ア
湖
で
の
漁

業
２

や
牧
畜
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
生
活
は
、
次
の
三
点

（
農
業
生
産
、
所
得
源
、
住
民
の
出
自
）
に
お
い
て
「
多
様
性
」

が
際
立
っ
て
い
る
。

①
農
業
生
産
の
多
様
性

住
民
の
多
く
が
、
湖
に
流
れ
込
む
川
の
周
辺
に
農
地
を
持
ち
、

メ
イ
ズ
、
ミ
レ
ッ
ト
（
ヒ
エ
）、ソ
ル
ガ
ム
、
豆
類
、
イ
モ
、
野
菜

な
ど
、
複
数
の
作
物
を
同
時
に
畑
に
植
え
る
「
混
作
」
を
行
う
。

ケニアの地図

（出所）グーグル・マップ
(https : //maps.google.com/)
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ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
メ
イ
ズ
は
高
価
な
の
で
、
在
来
品
種

（K
aw
aid
a：

現
地
語
で
「
地
域
の
」
の
意
味
。
豆
類
や
ミ
レ
ッ

ト
の
在
来
品
種
の
総
称
で
も
あ
る
）
を
使
用
し
、
収
穫
後
に
は
農

家
間
で
種
子
交
換
を
行
う
。
十
分
な
水
が
あ
れ
ば
あ
る
程
度
収
穫

で
き
る
在
来
品
種
は
、
水
が
豊
富
な
こ
の
地
域
に
向
い
て
い
る
。

川
は
年
に
数
回
氾
濫
し
、河
原
の
畑
の
肥
沃
度
を
高
め
る
。通
常
、

川
の
氾
濫
後
に
播
種
し
、
次
の
氾
濫
前
に
収
穫
を
行
う
。
近
年
は

気
候
が
変
化
し
、
収
穫
前
に
氾
濫
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
、
収
量

は
不
安
定
で
あ
る
。
メ
イ
ズ
を
自
給
で
き
ず
、
食
糧
を
買
う
必
要

が
生
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
一
九
八
〇
年
代
頃
か
ら
ウ
ガ
ン

ダ
よ
り
船
で
農
産
物
が
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
極
端
な
食
糧
不

足
は
起
き
て
い
な
い
。

②
所
得
源
の
多
様
性

ア
フ
リ
カ
の
農
家
は
、
家
畜
飼
育
と
作
物
栽
培
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
多
い
﹇
７
﹈。さ
ら
に
近
年
は
、
食
費
や
教
育
費
の
支
払

い
に
必
要
な
現
金
を
獲
得
す
る
た
め
、男
性
は
大
工
、土
木
工
事
、

女
性
は
魚
・
野
菜
の
転
売
、
洋
服
の
仕
立
て
、
農
業
賃
労
働
な
ど

も
行
う
人
が
増
え
た
。
調
査
対
象
世
帯
の
平
均
年
間
所
得
約
八
万

シ
リ
ン
グ
（
シ
リ
ン
グ
は
ケ
ニ
ア
の
通
貨
単
位
、
八
万
シ
リ
ン
グ

＝

約
八
万
円
）
の
う
ち
非
農
業
所
得
が
六
割
を
占
め
、
そ
の
他
を

農
業
所
得
、
漁
業
所
得
、
出
稼
ぎ
労
働
者
か
ら
の
送
金
、
現
金
受

領
、
寡
婦
給
付
金
な
ど
が
占
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
活
動
の
収

益
は
低
く
、
各
世
帯
は
労
働
を
多
様
な
活
動
に
振
り
分
け
、
所
得

源
を
多
様
化
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
個
々
の
世
帯
の
資
産
は
限
ら

れ
て
お
り
、
金
融
も
発
達
し
て
い
な
い
中
、
次
に
み
る
よ
う
に
、

資
産
を
世
帯
内
の
み
な
ら
ず
他
人
に
も
分
散
す
る
。

③
住
民
の
出
自
の
多
様
性

地
域
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
利
用
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、

多
様
な
出
自
か
ら
な
る
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
か
つ

て
、
父
系
親
族
集
団
単
位
で
占
有
・
利
用
さ
れ
た
土
地
は
、
今
日

も
、
公
式
に
登
記
さ
れ
市
場
で
売
買
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
土
地
は
慣
習
的
に
父
か
ら
息
子
へ
相
続
さ
れ
る
か
、
同
じ
先

祖
を
持
つ
出
自
集
団
に
属
す
る
親
族
間
で
無
償
取
引
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
個
人
の
土
地
所
有
権
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
場
合
、

土
地
を
実
際
に
利
用
し
耕
作
し
て
い
る
事
実
が
、
自
己
の
権
利
を

確
実
に
し
強
化
す
る
﹇
３
﹈。そ
の
た
め
出
稼
ぎ
に
従
事
す
る
人

も
、
土
地
へ
の
権
利
を
手
放
さ
な
い
よ
う
頻
繁
に
帰
村
し
て
親
族

と
の
交
流
・
畑
の
管
理
を
行
う
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ

る
彼
ら
は
、
地
域
で
「
儀
礼
親
族
」
関
係
を
形
成
し
、
様
々
な
相

手
と
土
地
、
労
働
、
農
作
物
、
現
金
を
交
換
す
る
。
儀
礼
親
族
と

は
、
子
供
の
洗
礼
や
結
婚
の
際
に
、
儀
礼
の
親
を
設
け
る
制
度
で

あ
る
﹇
５
﹈。他
の
出
自
集
団
に
属
す
る
儀
礼
親
族
や
姻
族
に
畑
を

与
え
て
自
ら
の
出
自
集
団
へ
引
き
入
れ
た
り
、
日
本
農
村
の
「
頼

母
子
講
」
の
よ
う
な
金
融
講
を
形
成
し
、
葬
式
代
な
ど
ま
と
ま
っ

た
支
出
に
備
え
る
人
も
い
る
。

こ
こ
で
は
、
富
を
「
独
占
す
る
」
よ
り
も
「
分
け
与
え
る
」
こ

������������������������������������
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と
が
重
視
さ
れ
、
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
富
を
分
け
与

え
得
る
者
の
地
位
が
高
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
多
く
の

人
は
、
生
計
の
危
機
に
直
面
し
て
も
、
親
族
の
資
産
に
ア
ク
セ
ス

し
た
り
、
一
時
的
な
援
助
を
求
め
る
こ
と
で
、
危
機
か
ら
比
較
的

容
易
に
脱
却
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
同
じ
村
に
は
、
夫
と
離
婚
し
て
父
系
親
族
関
係
を
失
っ

た
母
子
家
族
が
住
ん
で
い
た
。
彼
女
た
ち
は
農
地
を
持
た
ず
、
借

家
に
住
み
、
魚
の
転
売
、
洗
濯
、
水
汲
み
な
ど
で
得
た
低
賃
金
で

生
活
し
て
お
り
、
他
の
世
帯
か
ら
経
済
的
支
援
を
受
け
る
こ
と
も

少
な
い
。
彼
女
た
ち
の
地
域
資
源
ア
ク
セ
ス
や
利
用
は
親
族
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
、「
食
糧
不
足
」
が
よ
り
差
し
迫
っ
た

問
題
で
あ
っ
た
。

４
、
お
わ
り
に：

農
村
社
会
と
「
シ
ン
プ
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
農
村
は
、
地
理
的
隔
絶
性
か
ら
、
政
府
や

開
発
機
関
と
の
接
触
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
特
異
な
事
例
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
、
人
々
が
主
体
的
に
形
成

し
た
固
有
の
価
値
が
観
察
で
き
た
。
近
年
、
川
の
上
流
に
ダ
ム
を

建
設
し
て
氾
濫
を
抑
制
し
、
農
地
の
登
記
を
進
め
、
近
代
的
投
入

財
を
配
布
し
て
農
業
生
産
の
拡
大
を
図
る
計
画
が
地
方
政
府
に
よ

り
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
現
地
の
生
活
に
整
合
的
で
あ
る

か
ど
う
か
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

Ｓ
ｃ
ｏ
ｔ
ｔ
は
、「
開
発
」
の
名
の
下
に
、
現
状
を
改
善
す
る
た

め
に
行
わ
れ
、
失
敗
し
て
き
た
介
入
の
背
後
に
あ
る
「
シ
ン
プ
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（sim

p
lification

）」
と
い
う
概
念
を
提
示
し

た
﹇
１２
﹈。シ
ン
プ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
複
雑
な
社
会
を
規

格
化
し
政
府
な
ど
が
制
御
し
や
す
い
状
態
に
再
編
成
す
る
指
向

性
、
利
害
関
心
か
ら
外
れ
る
も
の
を
無
視
し
関
心
の
中
心
に
含
ま

れ
る
も
の
は
「
読
み
や
す
く
」
操
作
化
す
る
働
き
か
け
を
意
味
す

る
。
調
査
地
で
は
、
様
々
な
主
体
が
農
業
に
ア
ク
セ
ス
し
な
が
ら

も
、
ウ
ガ
ン
ダ
と
の
農
産
物
取
引
や
非
農
業
活
動
と
組
み
合
わ
せ

て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
。
農
業
資
産
に
関
す
る
権
利
関
係
の
複

雑
性
は
、
一
般
的
に
、
投
資
の
阻
害
要
因
と
し
か
捉
え
ら
れ
な
い

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
天
候
不
順
や
災
害
が
農
業
を
脅
か
し
、

公
的
生
活
保
障
や
市
場
が
未
発
達
な
状
況
で
は
、
そ
れ
は
社
会
関

係
を
維
持
し
な
が
ら
自
然
資
源
を
保
ち
、
生
活
を
安
定
さ
せ
る
有

効
な
戦
略
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

土
地
所
有
権
の
確
立
と
農
業
集
約
化
は
、
有
力
者
に
よ
る
土
地

の
囲
い
込
み
と
社
会
的
弱
者
の
い
っ
そ
う
の
周
縁
化
を
も
た
ら
し

う
る
。
住
民
が
今
の
生
活
や
社
会
を
守
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
市

場
や
政
府
と
対
峙
す
る
集
団
的
な
交
渉
力
・
政
治
力
を
必
要
と
す

る
で
あ
ろ
う
。
介
入
を
行
う
外
部
者
も
、
地
域
の
多
様
性
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
努
力
が
、
現
地
社
会
の
人
間
関
係
に
配
慮
し
現
状

を
改
善
す
る
た
め
の
「
支
援
」
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
フ
リ
カ
辺
境
農
村
の
動
向
は
、
今
後
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さ
ら
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
「
近
代
化
」
に
さ
ら
さ
れ
る
地
域
に

も
示
唆
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
。

注
１
ケ
ニ
ア
へ
の
メ
イ
ズ
の
導
入
は
、
一
九
四
〇
年
頃
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
イ
ラ
ン
ド

か
ら
開
始
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
農
場
で
開
発
さ
れ
た
品
種
が
導
入
さ
れ
、

ミ
レ
ッ
ト
（
ヒ
エ
）
に
代
わ
り
主
食
と
な
っ
た
﹇
４
﹈。

２
ケ
ニ
ア
の
漁
獲
量
の
九
五
％
が
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
か
ら
の
淡
水
魚
で
あ
る
。
二
〇

〇
七
年
の
漁
獲
量
は
一
五
万
一
九
三
四
ト
ン
（
八
一
億
九
七
〇
〇
万
シ
リ
ン

グ
）
で
、
二
〇
〇
三
年
比
で
四
四
％
増
加
し
た
﹇
１
﹈。
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編
集
後
記

経
済
成
長
が
続
く
中
国
で
は
、
食
糧
増
産
が
順
調
に
続
く
一

方
、
輸
入
も
急
増
し
て
い
る
。

本
号
の
池
上
先
生
も
分
析
し
て
い
る
が
、
三
大
穀
物
の
輸
入
量

に
つ
い
て
、
昨
一
二
年
は
前
年
に
比
べ
て
コ
メ
が
四
倍
、
小
麦
が

三
倍
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
三
倍
と
な
り
、
特
に
コ
メ
は
過
去
最
高

の
記
録
と
い
わ
れ
て
い
る
。
輸
入
増
の
背
景
に
つ
い
て
、
一
昨
年

ま
で
は
一
部
富
裕
層
が
好
む
タ
イ
産
の
高
級
「
香
り
米
」
が
中
心

だ
っ
た
が
、
食
糧
自
給
や
農
家
所
得
の
向
上
の
た
め
政
府
が
コ
メ

の
買
い
取
り
価
格
を
引
き
上
げ
た
結
果
、
内
外
価
格
差
が
広
が

り
、
企
業
が
加
工
用
米
用
に
安
い
コ
メ
を
求
め
て
輸
入
を
増
や
し

た
た
め
と
中
国
農
務
省
は
分
析
し
て
い
る
。

中
国
で
は
、
高
度
経
済
成
長
の
陰
で
農
業
の
低
生
産
性
、
農
村

の
荒
廃
、
農
民
の
低
所
得
と
い
う
三
農
問
題
が
深
刻
化
し
経
済
発

展
を
妨
げ
る
要
因
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
農
民
所
得

を
向
上
さ
せ
、
内
需
主
導
の
経
済
成
長
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る

の
だ
が
、
現
実
に
は
難
し
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
と
い
う
。
人

口
抑
制
策
と
し
て
名
高
い
「
一
人
っ
子
政
策
」
を
導
入
し
て
三
〇

年
以
上
経
つ
が
、
九
七
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
間
に
一
億
八
千
万
人

近
く
も
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
〝
特
異
〞
な
政
策
も
実
を

結
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
。「
多
子
多
福
」
に
対
す
る
伝
統
的
価
値
観

が
根
強
く
残
っ
て
い
る
と
聞
く
。

一
方
で
中
国
で
は
、
一
二
年
を
除
き
コ
メ
を
毎
年
五
〇
〜
一
〇

〇
万
ト
ン
輸
出
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
日
本
で
消
費
さ

れ
て
い
る
の
で
は
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
国
内
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に

は
中
国
産
米
が
溢
れ
て
い
る
。
う
ち
続
く
景
気
低
迷
で
外
食
業
界

の
需
要
が
国
内
産
米
か
ら
安
い
外
国
産
に
流
れ
、
今
や
商
社
が
こ

う
し
た
需
要
を
目
論
ん
で
外
国
で
の
コ
メ
生
産
を
め
ざ
す
時
代
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
否
、
商
社
だ
け
で
な
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
妥
結
を
当
て

込
ん
で
輸
出
国
が
日
本
向
け
コ
メ
の
増
産
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
こ
と
ほ
ど
、
い
ず
こ
の
国
も
一
次
産
業
政
策
で
は
苦
悩
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
日
中
関
係

が
冷
え
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
、
一
九
七
二
年
の
国
交
正

常
化
以
来
四
〇
周
年
を
迎
え
た
が
、
そ
の
節
目
の
年
に
日
本
政
府

が
尖
閣
諸
島
を
国
有
化
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
過
し
た
。
以

来
、
尖
閣
諸
島
周
辺
の
海
や
空
で
は
一
触
即
発
の
緊
張
状
態
が
続

い
て
い
る
。

両
国
の
関
係
は「
政
冷
経
熱
」と
い
わ
れ
て
久
し
い
。
政
治
的
に

は
冷
め
た
関
係
で
も
、
貿
易
量
は
う
な
ぎ
登
り
に
拡
大
し
今
や
切

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
騒
動
ば
か
り

は
そ
う
し
た
関
係
を
一
挙
に
消
し
去
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る

の
で
は
と
懸
念
す
る
。
お
互
い
に
云
い
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る

と
思
う
が
、
双
方
の
主
張
に
耳
を
傾
け
合
い
信
頼
関
係
を
着
実
に

積
み
上
げ
て
現
状
を
脱
し
て
欲
し
い
。

（
太
田
）
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